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は
じ
め
に

一
九
九
五
年
の
兵
庫
県
南
部
地
震
（
阪
神
淡
路
大
震
災
）
で
は
未
曾
有
の
人
的
・
物
的
被
害
が
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

(
M
)
七
・
三
の
地
震
が
都
市
（
神
戸
市
な
ど
）
直
下
で
発
生
し
た
た
め
で
あ
る
。
関
西
圏
で
は
こ

の
地
震
の
前
の
数
十
年
間
は
大
き
な
地
震
被
害
に
見
舞
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
地
震
に
対
す
る
意
識
や
備
え
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
こ
と
も
被
害
を
大
き
く
し
た
一
因
で
あ
ろ
う
。
こ
の
地
震
で
の
被
害
は
直
接
・
間
接
被
害
全
体
で
約
二

0

兆
円
と
見
積
も
ら
れ
て
お
り
、
国
家
予
算

(
1
0
0
兆
円
程
度
）
か
ら
み
て
も
そ
の
大
き
さ
に
驚
か
さ
れ
る
。

そ
の
後
も
図

9
ー
ー
に
示
す
よ
う
に
、
二

0
0
三
年
十
勝
沖
地
震
、
二

0
0
四
年
新
潟
県
中
越
地
震
、
二

0
0
五
年

福
岡
県
西
方
沖
地
震
、
二

0
0
七
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
、
二

0
0
八
年
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
な
ど
多
数
の
被
害
地

震
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
発
生
し
た
場
所
、
規
模
、
被
害
の
特
徴
な
ど
か
ら
社
会
に
大
き
な
衝
撃
と
不
安
を
与

え
た
。
特
に
、
二

0
0
七
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
は
震
源
域
極
近
傍
に
立
地
し
て
い
た
東
京
電
力
株
式
会
社
の
柏
崎
・

刈
羽
原
子
力
発
電
所
を
直
撃
し
、
敷
地
内
で
震
度
七
が
観
測
さ
れ
る
と
と
も
に
、
原
子
炉
建
屋
の
基
礎
版
で
の
観
測
地

震
動
は
、
設
計
時
に
想
定
さ
れ
た
地
震
動
の
レ
ベ
ル
を
最
大
で
約
ニ
・
五
倍
も
上
回
っ
た
。
そ
の
結
果
、
火
災
や
若
干

地
震
動
予
測
研
究
・
技
術
の
最
先
端
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地
震
動
予
測
研
究
・
技
術
の
概
要

構
造
物
の
耐
震
設
計
に
供
さ
れ
る
地
震
動
の
予
測
に
用
い
ら
れ
た
従
来
の
方
法
と

し
て
は
、
過
去
の
地
震
記
録
を
そ
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
な
ん
ら
か
の
加
工

（振
幅
調

命
ぷ
~

整
な
ど
）
を
し
て
利
用
す
る
方
法
や
、
過
去
の
地
震
記
録
を
統
計
的
に
処
理
し
、
経

ヽ
地
地

プ

験
的
な
ス
ペ
ク
ト
ル
モ
デ
ル
（
周
期
ご
と
に
地
震
動
強
さ
を
表
現
し
た
も
の
）
を
設

レ

内

内
プ
↓

陽

定
し
て
利
用
す
る
方
法
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
手
法
に
よ
っ
て
評

ラ
レ

ス
げ

太

価
さ
れ
る
地
震
動
は
全
国

一
律
に
適
用
さ
れ
て
お
り
、
対
象
と
す
る
地
震
の
震
源
像
や
地
域
ご
と
に
異
な
る
地
盤
特
性

に
対
し
て
特
に
配
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
地
震
動
と
は
地
球
内
部
の
地
殻
に
蓄
え
ら
れ
た
ひ
ず
み
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
急
激
な

く
い
違
い
運
動
（
地
震
）
に
よ

っ
て
放
出
さ
れ
、
地
震
波
と
し
て
伝
播
し
て
き
た
地
面
の
揺
れ
で
あ
る
。
図
9
|
2
に

は
発
生
場
所
に
よ
っ
て
異
な
る
一一
一
種
類
の
地
霙
を
示
す
。
日
本
列
島
で
は
こ
の
図
に
示
す
よ
う
な
内
陸
地
殻
内
地
震
、

プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
お
よ
ス
ラ
ブ
内
地
震
（
プ
レ
ー
ト
内
地
震
と
も
い
う
）
の
一二

つ
の
タ
イ
プ
の
地
震
が
あ
る
。
地
霙

動
を
予
測
す
る
た
め
に
は
、
く
い
違
い
運
動
に
関
す
る
情
報
（
震
源
特
性
）
、
震
源
か
ら
あ
る
サ
イ
ト
の
基
盤
（
共
通

な
揺
れ
が
期
待
で
き
る
）
ま
で
の
地
震
波
の
伝
播
に
関
す
る
情
報
（
伝
播
経
路
特
性
）
、
基
盤
か
ら
地
表
ま
で
の
地
震

内陸地殻内地震

図9-2 地襲発生のタイプ

用
化
も
進
ん
で
い
る
。
地
震
が
い
つ
、

ど
こ
で
起
こ
る
の
か
を
予
知
す
る
こ
と
が
困

難
な
現
状
に
お
い
て
は
、
想
定
さ
れ
る
地
震
に
対
し
て
、
そ
の
と
き
の
地
裳
動
の
特

徴
（
揺
れ
の
強
さ
や
揺
れ
方
な
ど
）
を
知
り
、
地
震
に
備
え
る
こ
と
が
被
害
軽
減
に

と
っ
て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
り
、
本
章
で
は
地
震
動
予
測
の
現
状
を
紹

介
す
る
。
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波
の
伝
播
に
関
す
る
情
報
（
サ
イ
ト
特
性
）
が
必
要
で
あ
る
。
同
じ
規
模
の
地
震
で
あ
っ
て
も
地
震
の
発
生
場
所
、
発

生
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
異
な
れ
ば
違
っ
た
地
震
動
に
な
り
、
ま
た
そ
れ
ら
が
同
じ
で
も
地
震
波
の
伝
播
経
路
や
サ
イ
ト
特
性

が
異
な
れ
ば
違
っ
た
地
震
動
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
は
一
九
九
五
年
兵
庫
県
南
部
地
震
以
後
、
数
多
く
の
観
測
記

録
の
分
析
や
地
震
学
・
地
震
工
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
、
そ
の
結
果
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
が
分
離
評
価

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
重
要
な
知
見
と
し
て
は
、
地
震
を
起
こ
す
震
源
断
層
面
上
で
の
不
均
質
な
破
壊
が
、
特

に
震
源
近
傍
域
に
お
け
る
非
常
に
強
い
地
震
動
（
強
震
動
）
の
生
成
に
大
き
く
関
与
す
る
こ
と
や
、
破
壊
の
伝
播
に
よ

る
効
果
（
指
向
性
効
果
）
が
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
震
源
で
の
破
壊
過
程
に
加
え
、
浅
部
の
み
で
な

く
、
深
部
の
地
盤
構
造
が
地
震
波
の
伝
播
特
性
に
大
き
く
影
響
す
る
。
こ
う
し
た
知
見
に
よ
っ
て
、
あ
る
サ
イ
ト
で
想

定
す
べ
き
地
震
に
対
し
て
地
震
動
を
予
測
す
る
方
法
論
が
確
立
さ
れ
、
シ
ナ
リ
オ
型
の
地
霙
動
予
測
と
し
て
実
用
化
の

域
に
達
し
て
い
る
。
適
用
例
と
し
て
は
、
文
部
科
学
省
の
地
震
調
壺
研
究
推
進
本
部
（
以
下
、
地
震
本
部
と
い
う
）
に

よ
る
「
全
国
を
概
観
し
た
地
震
動
予
測
地
図
」
が
あ
り
、
こ
の
な
か
に
は
地
震
発
生
確
率
が
比
較
的
高
い
活
断
層
や
海

溝
型
巨
大
地
震
を
対
象
と
し
た
シ
ナ
リ
オ
型
の
地
震
動
予
測
結
果
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
央
防
災
会
議
で
も
東

海
地
震
、
東
南
海
・
南
海
地
震
や
首
都
圏
直
下
地
震
な
ど
に
対
す
る
専
門
調
査
会
に
お
い
て
、
シ
ナ
リ
オ
型
の
地
震
動

予
測
に
基
づ
く
被
害
予
測
結
果
な
ど
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
取
組
み
は
政
府
機
関
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
自

治
体
に
お
け
る
地
域
防
災
計
画
の
作
成
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

地
震
動
予
測
の
た
め
の
レ
シ
ピ

入
倉
（
二

0
0
四
）
は
、
シ
ナ
リ
オ
地
震
を
対
象
と
し
た
地
震
動
予
測
の
流
れ
を
地
霙
動
予
測
レ
シ
ピ
（
以
下
、
レ

シ
ピ
と
い
う
）
と
し
て
提
案
し
、
震
源
の
モ
デ
ル
化
、
地
下
構
造
の
モ
デ
ル
化
、
地
震
動
の
評
価
、
予
測
結
果
の
検
証
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ま
で
を
含
み
、
誰
も
が
同
じ
答
え
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
地
震
本
部
で
も
「
震
源
断

層
を
特
定
し
た
地
震
の
強
震
動
予
測
手
法
（
レ
シ
ピ
）
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
レ
シ
ピ
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
構

造
物
の
被
害
に
関
係
す
る
周
期
O・

I-一
0
秒
の
広
い
周
期
帯
域
に
お
け
る
高
精
度
な
地
震
動
の
予
測
が
可
能
と
な

る
。
以
下
に
レ
シ
ピ
の
概
要
を
紹
介
す
る
が
、
震
源
の
モ
デ
ル
化
に
お
け
る
各
種
パ
ラ
メ
ー
タ
評
価
に
お
い
て
用
い
ら

れ
る
経
験
的
あ
る
い
は
理
論
的
関
係
式
は
地
震
本
部
の
レ
シ
ピ
に
譲
る
。

.
震
源
の
モ
デ
ル
化

地
霙
動
を
予
測
す
る
た
め
の
最
重
要
課
題
の
―
つ
が
震
源
と
な
る
断
層
運
動
の
特
性
化
で
あ
る
。
こ
の
特
性
化
を
可

能
に
し
た
の
は
強
震
動
記
録
を
用
い
た
断
層
破
壊
過
程
推
定
の
た
め
の
波
形
イ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
（
以
下
、
震
源
イ
ン
バ

ー
ジ
ョ
ン
と
い
う
）
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
た
震
源
モ
デ
ル
で
あ
る
。
震
源
イ
ン
バ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
、
種
々
の
観
測
記
録

（
地
震
動
や
地
殻
変
動
な
ど
）
を
逆
解
析
し
て
震
源
断
層
面
上
で
の
す
べ
り
分
布
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
図

9

—
3

に

は
そ
の
一
例
と
し
て
二

0
0
0
年
鳥
取
県
西
部
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
）
の
震
源
断
層
面
上
の
す
べ
り
分
布

を
示
す
。
こ
の
よ
う
な
解
析
が
多
数
の
地
震
に
対
し
て
実
施
さ
れ
た
結
果
、
地
震
動
の
評
価
に
は
震
源
断
層
の
面
積
や

地
震
モ
ー
メ
ン
ト
（
地
震
の
規
模
を
表
す
）
な
ど
の
巨
視
的
断
層
パ
ラ
メ
ー
タ
だ
け
で
な
く
，
震
源
断
層
面
内
に
お
け

る
不
均
質
な
す
べ
り
分
布
な
ど
の
微
視
的
断
層
パ
ラ
メ
ー
タ
や
破
壊
伝
播
様
式
な
ど
が
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
た
。

S
o
m
e
r
v
i
l
l
e
et al. 
(
1
9
9
9
)

は
、
震
源
断
層
全
体
の
面
積
と
地
震
規
模
（
地
震
モ
ー
メ
ン
ト
）
と
の
関

係
や
、
図

9ー

3
に
示
し
た
断
層
面
上
で
の
す
べ
り
量
の
相
対
的
に
大
き
い
と
こ
ろ
を
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
と
よ
び
、
そ
の

面
積
と
地
震
規
模
と
の
関
係
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
と
震
源
断
層
の
面
積
比
な
ど
を
調
べ
、
経
験
的
な
関
係
式
（
ス
ケ
ー
リ

ン
グ
則
）
を
提
案
し
た
。
そ
の
後
国
内
外
で
発
生
し
た
地
震
に
よ
っ
て
も
そ
れ
ら
の
関
係
式
が
成
り
立
つ
こ
と
が
示
さ

れ
て
い
る
。
活
断
層
に
よ
る
地
殻
内
地
震
の
場
合
に
は
、
ま
ず
巨
視
的
パ
ラ
メ
ー
タ
は
活
断
層
調
査
な
ど
に
よ
る
断
層
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の
長
さ
と
地
震
発
生
層
の
厚
さ
か
ら
全
破
壊
域
が
決
ま
り
、
経
験
式
に
よ
っ
て
全
地
震
モ

ー
メ

ン
ト
が
評
価
さ
れ
る
。

一
方
、
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
の
場
合
に
は
震
源
域
の
特
定
は
可
能
で
あ

っ
て
も
全
破
壊
域
を
推
定
す
る
こ
と
は
困
難

で
、
現
状
で
は
地
震
規
模

（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
や
地
震
モ
ー
メ
ン
ト
）
か
ら
全
破
壊
域
の
面
積
を
評
価
す
る
方
法
が
と

ら
れ
る
場
合
が
多
い
。

一
方
、
微
視
的
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
の
面
積
は
震
源
断
層
と
の
面
積
比

（経
験

的
に
は
約
ニ
―
―
%
）
か
ら
求
め
ら
れ
、
そ
の
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
か
ら
ど
の
程
度
強
い
地
震
動
が
生
成
さ
れ
る
か
を
決
め
る

重
要
な
パ
ラ
メ
ー
タ
で
あ
る
応
力
降
下
量
は
加
速
度
震
源
ス
ペ
ク
ト
ル
に
お
け
る
短
周
期
レ
ベ
ル
の
規
模
依
存
性
や
動

力
学
的
モ
デ
ル
か
ら
評
価
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
微
視
的
パ
ラ
メ
ー
タ
は
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
や
ス
ラ
ブ
内
地
震
で
は
異

な
っ
た
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
則
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
。
な
お
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
の
位
置
や
個
数
に
つ
い
て
は
活
断
層
情
報

か
ら
推
定
で
き
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
そ
の
よ
う
な
情
報
が
得
ら
れ
る
活
断
層
は
少
な
く
、
サ
イ
ト
ヘ
の

1

9
 

.

.

 

I

l

l

.

＊

関

ョ

影
響
や
経
験
値
を
考
慮
し
て
設
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
他
の
パ
ラ
メ
ー
タ
と

の
ジ

•
[
iニ
・
・
・
饂
』
し
て
は
破
壊
開
始
点
、
破
壊
伝
播
様
式
、
破
壊
速
度
な
ど
が
あ
る

。

破
壊
開
始
点

、
.，

.
、、

．

ノ

源

に
つ
い
て
は
活
断
層
の
形
態
か
ら
設
定
可
能
で
あ
る
と
の
研
究
成
果
も
あ
る
。

D
[
 

.

、

.

0

部

配

露

こ
y
f
い

□“
?

．
地
下
構
造
の
モ
デ
ル
化

^
-
—
ヽ
．
取
よ

震
源
で
生
成
さ
れ
た
地

震
波
が
性
質
の
異
な
る
地
層
を
透
過
・
反
射
す
る
際

布

鳥

に

分

．
、へ
．． 
＾
↓

O

)

に
、
増
幅
や
干
渉
が
生
じ
る
。
そ
の
結
果
、
震
源
か
ら
伝
わ

っ
て
き
た
地
震
波
に

{f:-

— ロ
、1

5
1
f
-
1
0

冒
凸
〗
口
[
[
口

[
[
[
[
2
[
[
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〗
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゜図9-4 大阪堆積盆地の基盤面形状

モデルの鳥諏図

界
面
の
モ
デ
ル
化
が
よ
り
重
要
と
な
る
。
大
阪
平
野
や
京
都
盆
地
の
中
心

部
で
は
、

一
般
に
岩
盤
類
か
ら
な
る
基
盤
層

(
V
P
1
1
6
k
m
¥
s

(キ
ロ
メ

ー

ト
ル
毎
秒
）•
V
s=
3
 k
m
¥
s
程
度
）
が
地
下
数
百
か
ら
数
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
以
深
に
存
在
し
、
そ
の
上
を
堆
積
層

（
お
お

よ
そ
、

V
P
1
1
2
.5
k
m
¥
 

s
•
V
.
=
l
k
m
\
s
以
下
）
が
覆
っ
て
い
る
。

こ
の
基
盤
層
と
堆
積
層
の
境

界
面
形
状
（
基
盤
面
構
造
と
い
う
）
の
探
査
精
度
が
地
下
構
造
（
こ
こ
で

島

10

は
速
度
構
造
と
い
う
）
の
モ
デ
ル
化
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
。
こ
こ
で

路
帯

20

は

30

は、

基
盤
面
構
造
の
探
査
手
法
を
紹
介
す
る
。

沖
断

i

50

ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
と
反
射
法
地
震
探
査

速
度
構
造
の
探
査
手
法
は

4
念｛、

|
ピ
‘60

百
；
）
恥
0
p
3

種
々
存
在
す
る
。
な
じ
み
深
い
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
で
は
円
筒
状
の
地
層
サ

ン
プ
ル
コ
ア
を
採
取
し
、
土
質
性
状
を
調
べ
ら
れ
る
ほ
か
、
ボ
ー
リ
ン
グ
孔
に
挿
入
し
た
発
振
器
と
受
振
器
の
デ
ー
タ

か
ら
各
地
層
の
弾
性
波
速
度
が
直
接
的
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
は
点
情
報
で
あ
り
、
一
般
的

に
、
図
9
1
4
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
複
雑
な
形
状
を
し
た
基
盤
面
構
造
を
知
る
た
め
に
は
、
基
盤
面
に
届
く
数
多
く
の

ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
箇
所
が
必
要
と
な
り
、
多
大
な
コ
ス
ト
を
要
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
ボ
ー
リ
ン
グ
情
報
の
み
か
ら
基

盤
面
構
造
を
推
定
す
る
よ
り
む
し
ろ
、
後
述
す
る
他
の
探
壺
手
法
と
の
併
合
に
よ
る
基
盤
面
構
造
の
推
定
に
用
い
ら
れ

る
機
会
が
多
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
、
地
裳
本
部
と
連
携
し
た
主
要
な
自
治
体
が
実
施
し
た
地
下
構
造
調
査
で
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ

探
査
と
い
っ
た
直
接
的
な
方
法
よ
り
、
む
し
ろ
反
射
法
地
捉
探
査
や
微
動
探
査
と
い
っ
た
間
接
的
な
方
法
が
採
用
さ
れ

た
。
反
射
法
地
震
探
査
で
は
図

9
_
5
の
よ
う
に
起
殷
車
か
ら
放
射
さ
れ
た
高
周
波

(
1
0
1
1
0
0
ヘ
ル
ツ

(Hz)
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の
弾
性
波
が
甚
盤
面
で
反
射
し
、
そ
の
信
号
の
地
表
面
で
の
到
達
時
間
差
を
直
線
状
に
配
置
し
た
受
振
器
で
と
ら
え
、

信
号
処
理
を
行
う
こ
と
で
、
基
盤
面
深
度
の
分
布
を
二
次
元
（
断
面
）
と
し
て
、
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
元
来
、

こ
の
方
法
は
石
池
層
な
ど
の
資
源
探
査
の
た
め
に
開
発
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
医
療
に
お
け
る
エ
コ
ー
検
査
と
原
理
的

に
は
同
様
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
数
百
点
を
超
え
る
受
信
器
の
展
開
や
起
震
車
の
運
用
な
ど
大
が
か
り
な
設
備
と
多
大

な
労
力
を
費
や
す
。
そ
の
た
め
、

三
次
元
的
に
基
盤
面
構
造
を
調
べ
る
に
は
長
大
な
測
線
長
が
必
要
と
な
り
、
こ
れ
ま

で
は
コ
ス
ト
や
機
能
の
面
か
ら
、
伏
在
断
層
周
辺
部
や
平
野
を
縦
断
す
る
基
幹
軸
上
な
ど
、

三
次
元
基
盤
面
構
造
モ
デ

ル
作
成
に
お
け
る
骨
格
的
な
情
報
を
与
え
る
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

微
動
探
査

一
方
、
交
通
や
波
浪
な
ど
を
震
源
と
す
る
微
動

(
1
0
マ
イ
ク

ロ
メ
ー
ト
ル
（
血
）
以
下
の
振
幅
）
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
存
在
し
、
感
度
の

よ
い
地
震
計
さ
え
設
置
す
れ
ば
容
易
に
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
微
動
に
含
ま
れ

る
成
分
の
多
く
は
地
表
面
に
沿
っ
て
震
動
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
伝
わ
る
表
面
波
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
表
面
波
に
は
水
平
動
と
し
て
伝
わ
る
ラ
ブ
波
と
上
下
動
を

伴
う
レ
イ
リ
ー
波
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
微
動
探
査
で
は
主
と
し
て
、

レ
イ

リ
ー
波
を
識
別
し
て
利
用
す
る
。
層
構
造
を
伝
わ
る
レ
イ
リ
ー
波
の
特
徴
と
し

て
、
そ
の
位
相
速
度
（
波
頭
が
地
表
面
に
沿
っ
て
伝
わ
る
速
さ
）
お
よ
び
、
水
平

動
と
上
下
動
の
振
幅
比
が
周
波
数
（
あ
る
い
は
波
長
）
に
よ
り
変
化
す
る
。
こ
の

変
化
に
お
い
て
、
前
者
を
分
散
曲
線
、
後
者
を
H
/
＞
ス
ペ
ク
ト
ル
と
い
う
。
こ

れ
ら
の
変
化
の
特
徴
が
震
動
源
に
よ
ら
ず
に
、
波
が
伝
播
す
る
速
度
構
造
の
み
に

依
存
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
観
測
記
録
か
ら
、
こ
れ
ら
の
物
理
量
を
分
析

デイジタル記録システム
／ 

口 基盤

図9-5 反射法地震探査法システムの原理
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し
、
最
も
よ
く
こ
れ
ら
の
特
徴
を
近
似
す
る
速
度
構
造
を
観

測
点
ご
と
に
推
定
す
る
。
こ
れ
を
微
動
探
査
法
と
い
う
。
微

動
観
測
記
録
か
ら
分
散
曲
線
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
求
め
る

に
は
、
あ
る
距
離
隔
て
た
複
数
の
地
点
（
通
常
七
地
点
）
に

地
震
計
を
設
置
し
、
す
べ
て
の
観
測
点
で
同
期
を
と
っ
て
計

測
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
な
り
の
人
手
と
準
備
を
要
す

る
。

一
方
、
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
る

H
/
＞
ス
ペ
ク
ト
ル

は
一
地
点
の
記
録
情
報
か
ら
、
よ
り
簡
単
な
分
析
方
法
に
よ

っ
て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
図

9
_
6
に
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
最
近
の
観
測
装
置
は
小
型
軽
量
化
さ
れ
、
機

動
性
が
よ
い
こ
と
も
あ
り
移
動
観
測
が
容
易
に
行
え
る
の
で
、

比
較
的
短
期
間
に
多
く
の
位
置
で
計
測
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
。

微
動
H
/
＞
ス
ペ
ク
ト
ル
を
用
い
基
盤
面
構
造
の
推
定
事
例

こ
こ
で
改
め
て
、
図

9
|
4
に
示
し
た
大
阪
堆
積

盆
地
の
地
下
構
造
に
つ
い
て
説
明
し
て
お
く
。
大
阪
堆
積
盆
地
は
大
阪
平
野
と
そ
の
西
側
の
大
阪
湾
か
ら
形
成
さ
れ
、

北
側
を
北
摂
山
地
、
東
側
を
生
駒
山
地
、
南
側
を
和
泉
山
脈
、
西
側
を
津
名
山
地
で
囲
ま
れ
た
盆
地
状
の
地
帯
で
あ

る
。
こ
れ
ら
山
地
は
領
家
花
尚
岩
類
な
ど
か
ら
な
る
基
盤
岩
が
表
層
に
分
布
す
る
。
基
盤
面
は
大
阪
平
野
に
お
い
て
六

0
0
＼
一
五

0
0
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
分
布
し
、
最
深
部
は
大
阪
湾
西
部
域
に
お
い
て
深
度
二
五
0
0
メ
ー
ト
ル
を
超

え
る
。
こ
れ
ら
基
盤
面
の
大
局
的
な
形
状
は
盆
地
周
縁
や
中
央
部
に
存
在
す
る
断
層
変
位
の
長
年
の
蓄
積
に
よ
っ
て
形

さ

れ

き

成
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
堆
積
層
を
構
成
す
る
大
阪
層
群
は
未
固
結
の
砂
礫
、
砂
、
シ
ル
ト、

粘
土
な
ど
の
互
層
か
ら

図9-6 ポータブル振動計測器

筐体に3成分地裳計、記録装置、増幅装置、

GPS時計が納められている

128 



M
a
l
1
M
a
 10
の
よ
う
に
番
号
が
付
け
ら
れ
細
分
化
さ
れ
て
い
る
。

H
/
＞
ス
ペ
ク
ト
ル
を
用
い
て
、
大
阪
平
野
南
部
に
広
が
る
泉
南
地
域
の
基
盤
面
構
造
を
推
定
し
た
事
例
を
図

9ー

7
に
示
す
。
地
図
上
の
●
と

0
は
観
測
点
の
位
置
を
示
し
て
お
り
、

全
部
で

一
0
0
点
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
、
臨
海

部
の

T
J
R
と
丘
陵
部
の

K
R
J
と
称
す
る
地
点
の

H
/
＞
ス
ペ
ク
ト
ル
を
左
側
に
示
し
て
い
る
。
黒
線
は
観
測
に
よ

る
も
の
、
灰
色
の
線
は
そ
れ
に

フ
ィ

ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
よ
う
に

求
め
た
速
度
構
造
モ
デ
ル
か
ら

理
論
的
に
計
算
し
た
も
の
を
示

す
。
両
図
と
も
に
ピ
ー
ク
が
明

瞭
に
識
別
で
き
る
が
、
そ
の
と

き
の
周
波
数

（卓
越
周
波
数
と

い
う
）
は
異
な

っ
て
い
る
。
こ

の
差
が
基
盤
面
深
度
と
関
係
づ

け
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ

れ
て
お
り
、
こ
こ
で
も
、
図
の

中
央
に
描
か
れ
た
三
つ

の
等
高

線
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
●
印

（
卓
越
周
波
数
の
位
置
を
示

す
）

の
位
置
に
よ
る
変
化
か

□〗闘波数(H,)

［三
周波数(II,)

HIVスペクトル

推定した基盤面深度

図9-7 微動HIVスペクトルの卓越周波数の空間

変動と推定基盤面形状
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ら
、
そ
の
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
等
高
線

は
、
地
図
上
の
一二

つ
の
測
線
上
に
最
寄
り
の
観
測
点
の

H
/

＞
ス
ペ
ク
ト
ル
の
値
を
色
の
濃
淡
で
示
し
た
も
の
で
あ
り
、

基
盤
面
が
浅
く
な
る
山
地
に
近
づ
く
ほ
ど
、
卓
越
周
波
数
が

高
く
な
っ
て
い
る
。
す
べ
て
の
地
点
の
卓
越
周
波
数
か
ら
求

め
ら
れ
た
基
盤
面
深
度
を
空
間
的
に
補
間
す
る
こ
と
で
、
下

側
に
示
し
た
推
定
基
盤
面
深
度
の
図
が
得
ら
れ
る
。

今
後
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
探
査
法

こ
こ
で
紹
介
し

た
微
動
探
査
法
は
い
ず
れ
も
、
レ
イ
リ
ー
波
（
ラ
ブ
波
を
利

用
す
る
場
合
も
あ
る
）
の
特
徴
を
利
用
し
て
、
速
度
構
造
を

推
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
理
論
的
背
景
と
し
て
基
盤
面
を

含
め
た
地
層
が
平
坦
か
つ
地
表
に
平
行
な
（
平
行
成
層
と
い

う
）
モ
デ
ル
に
基
本
的
に
限
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
図

9
_

7
の
よ
う
な
地
層
が
緩
や
か
に
傾
斜
し
て
い
る
場
合
に
は
、

観
測
点
ご
と
に
平
行
成
層
モ
デ
ル
を
仮
定
し
て
求
め
た
基
盤
面
深
度
を
つ
な
げ
る
こ
と
で
、
強
麗
動
予
測
に
あ
る
程

度
、
必
要
な
精
度
の
速
度
構
造
が
得
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
図

9
_
4
に
示
す
大
阪
平
野
南
部
以
外
の
盆
地
周
縁

部
の
よ
う
な
断
層
帯
近
傍
に
お
い
て
は
、
平
行
成
層
モ
デ
ル
が
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

最
近
に
な
っ
て
、
平
行
成
層
モ
デ
ル
の
仮
定
を
置
か
な
い
、
よ
り
現
実
的
な
不
規
則
な
地
層
境
界
面
を
含
む
速
度
構

造
モ
デ
ル
を
有
限
要
素
法
や
差
分
法
と
い

っ
た
、
曲
が

っ
た
地
層
に
よ
る
波
の
干
渉
が
扱
え
る
数
値
解
法
を
用
い
て
、

!_，-i-13-2-t-曽-g-こ]J-竺ーせ―.-？-1y:ニ-It-.-tしこー雙2-2,5-.-2J
中位階府

IO 15 20 25 30 km 

1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25 27 
モ

高位階府

0 5 IQ 15 20 25 30 km 

図9-8 微動HIVスペクトルの逆解析から求めた基盤面形

状階層が高くなるにつれて真の形状に近づく
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基
盤
面
構
造
を
推
定
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
例
と
し
て
、
図
9
_
8
に
数
値
実
験
に
基
づ
い
て
、
仮
想
の
二
次

元
の
不
規
則
基
盤
面
構
造
を
推
定
し
た
結
果
を
示
す
。
こ
れ
は
地
表
の
二
七
地
点
の
H

/
＞
ス
ペ
ク
ト
ル
を
観
測
記
録

と
し
て
考
え
、
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
す
る
基
盤
面
形
状
に
対
す
る
波
動
場
を
有
限
要
素
法
に
よ
り
計
算
し
、
そ
れ
に
よ
る

H

/
＞
ス
ペ
ク
ト
ル
が
最
も
観
測
と
一
致
す
る
よ
う
な
基
盤
面
構
造
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
操
作
を
ア
ル
ゴ
リ

ズ
ム
化
し
、
計
算
機
内
で
最
適
な
解
を
求
め
る
、
逆
解
析
と
よ
ば
れ
る
手
法
を
用
い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
最
適
解
へ

の
収
束
を
早
め
る
工
夫
と
し
て
、
最
初
に
粗
く
基
盤
面
深
さ
を
求
め
て
お
き
、
徐
々
に
分
解
能
を
高
め
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト

と
な
る
真
の
基
盤
面
深
さ
と
の
残
差
を
小
さ
く
す
る
階
層
化
と
い
う
手
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
を

今
後
、
三
次
元
の
不
規
則
な
基
盤
面
構
造
モ
デ
ル
に
拡
張
す
る
こ
と
に
よ
り
近
い
将
来
は
、
一
次
元
構
造
の
継
ぎ
は
ぎ

で
は
な
い
、
よ
り
精
度
の
よ
い
一
二
次
元
基
盤
面
構
造
が
推
定
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

.
地
震
動
評
価
手
法

地
震
動
が
震
源
と
サ
イ
ト
を
固
定
し
て
設
定
さ
れ
る
と
し
た
基
本
的
考
え
を
満
た
す
た
め
に
、
こ
こ
で
は
想
定
す
べ

き
特
定
の
地
震
（
シ
ナ
リ
オ
地
震
）
を
考
え
、
震
源
か
ら
サ
イ
ト
ま
で
の
伝
播
経
路
で
の
地
震
動
の
諸
特
性
を
考
慮
し

た
時
刻
歴
波
形
が
予
測
で
き
る
手
法
で
あ
る
①
理
論
的
手
法
、
②
半
経
験
的
手
法
、
③
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
法
の
三
つ
の
方

法
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
の
方
法
は
断
層
モ
デ
ル
と
グ
リ
ー
ン
関
数
（
震
源
か
ら
放
射
さ
れ
た
地
震
波

の
伝
達
関
数
）
を
使
っ
て
地
震
動
の
時
刻
歴
波
形
を
評
価
す
る
も
の
で
、
①
は
理
論
的
に
グ
リ
ー
ン
関
数
を
計
算
し
、

②
は
観
測
記
録
や
統
計
的
に
作
成
し
た
人
工
地
震
波
が
グ
リ
ー
ン
関
数
と
し
て
使
わ
れ
、
③
は
①
と
②
を
組
み
合
わ
せ

た
高
精
度
な
広
帯
域
地
震
動
予
測
手
法
で
あ
る
。

理
論
的
方
法
は
、
前
述
し
た
断
層
運
動
に
基
づ
く
霙
源
モ
デ
ル
や
地
震
波
が
伝
播
す
る
地
下
構
造
（
深
部
、
浅
部
）

に
関
す
る
モ
デ
ル
を
作
成
し
、
地
震
波
の
発
生
や
伝
播
の
理
論
に
基
づ
い
て
決
定
論
的
に
地
震
動
の
時
刻
歴
を
計
算
す
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る
も
の
で
あ
る
。
複
雑
な
地
下
構
造
の
場

合
に
は

二
次
元
、

三
次
元
地
下
構
造
モ
デ

ル
を
用
い
た
数
値
的
方
法
で
あ
る
差
分
法

や
有
限
要
素
法
な
ど
が
よ
く
用
い
ら
れ

る
。
後
述
す
る
半
経
験
的
な
方
法
と
比
較

し
、
想
定
す
る
震
源
断
層
や
地
下
構
造
の

モ
デ
ル
化
の
精
度
が
計
算
結
果
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
や
、
計
算
機
の
発
達

し
た
現
在
に
お
い
て
も
計
算
に
長
時
間
を

要
す
る
。
ま
た
、

短
周
期
地
震
動
も
含
ん

だ
広
帯
域
地
震
動
の
計
算
は
困
難
で
、
現

状
で
は
や
や
長
周
期
地
震
動
を
対
象
と
し

た
予
測
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。

広
帯
域
な
地
震
動
評
価
に
適
用
可
能
な

半
経
験
的
手
法
と
し
て
、
経
験
的
グ
リ
ー
ン
関
数
法
や
統
計
的
グ
リ
ー

ン
関
数
法
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方

法
の
模
式
図
を
図

9
|
9
に
示
す
。
グ
リ
ー

ン
関
数
と
し
て
観
測
記
録
を
利
用
す
る
経
験
的
グ
リ
ー

ン
関
数
法
で
は
、

適
切
な
中

・
小
地
農
記
録
が
必
要
で
あ
り
、
過
去
に
は
そ
の
こ
と
が
逆
に
こ
の
方
法
の
欠
点
と
も
な
っ
て
い
た
。
し
か

し
兵
庫
県
南
部
地
震
を
契
機
と
し
て
多
く
の
機
関
に
よ

っ
て
全
国
的
に
強
震
観
測
網
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ま

た
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
課
題
も
解
決

地裳動

震源：裟源特性

破壊開始点 破壊伝播 要素断層
---、,．

” 大地委の断肘面 小畑諜

小地霞の記録

`^--
小地疫の裟源特性と大地媒の要素断附の裳源特性との

＇ 相述の補正

大地霞の要素断附からの地裳i皮

← 9鐸索断附からの地能波

f互攣戸互芸～ ► 主「
9 時1iil

図9-9 統計的・経験的な地震動予測手法の模式図
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図9-10 ハイブリッド法による上町断層帯による予測地震動と最大速

度分布

さ
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
方
法
の
利
点
は
、
観
測
記
録
を
経
験
的
グ
リ
ー
ン
関
数
と
し
て
用
い
る
た
め
、
地
震
波
の
伝
播

特
性
や
サ
イ
ト
近
傍
で
の
表
層
の
地
盤
特
性
が
記
録
に
す
で
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一

方
、
対
象
と
す
る
サ

イ
ト
で
適
切
な
観
測
記
録
が
存
在
し
な
い
場
合
に
お
い
て
は
、

震
源
の
地
震
学
的
な
ス
ペ
ク
ト
ル
特
性
を
考
慮
し
た
統

計
的
な
グ
リ
ー
ン
関
数
を
利
用
す
る
統
計
的
グ
リ
ー
ン
関
数
法
が
あ
る
。

こ
の
手
法
で
は
被
害
予
測
な
ど
で
必
要
な
広
域
で
の
地
震
動
強
さ
の
分
布

な
ど
も
容
易
に
安
定
的
に
評
価
で
き
る
た
め
、
適
用
範
囲
は
広
い
。
た
だ

し
、
対
象
が
実
体
波
の
み
で
あ
る
場
合
が
多
く
、
表
面
波
や
堆
積
盆
地
な

ど
で
二
次
的
に
生
成
さ
れ
る
表
面
波
な
ど
は
表
現
で
き
な
い
の
が
欠
点
で

あ
る
。

最
後
に
、
よ
り
精
度
向
上
を
目
指
し
た
広
帯
域
強
震
動
予
測
手
法
と
し

て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
グ
リ
ー
ン
関
数
法
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
法
が
提
案
さ
れ
、

後
者
に
つ
い
て
は
現
時
点
に
お
け
る
最
も
汎
用
性
が
高
く
、
高
精
度
強
簾

動
予
測
手
法
と
し
て
地
震
本
部
で
進
め
ら
れ
て
い
る
シ
ナ
リ
オ
型
強
震
動

予
測
に
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
で
も
あ
る
。
こ
の
方
法
で
は
、
長
周
期
地

震
動
が
理
論
的
手
法
に
よ

っ
て
評
価
さ
れ
、
短
周
期
地
震
動
が
統
計
的
グ

リ
ー
ン
関
数
法
や
経
験
的
グ
リ
ー
ン
関
数
法
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
、
あ
る

接
続
周
期
に
お
け
る
マ
ッ
チ
ン
グ
フ
ィ
ル
タ
ー
の
後
、
時
間
領
域
で
足
し

合
わ
さ
れ
、
最
終
的
に
広
帯
域
地
震
動
が
予
測
で
き
る
。
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地
震
動
予
測
例

地
震
本
部
で
は
、
主
な
活
断
層
と
プ
レ
ー
ト
境
界
地
震
（
海
溝
型
地
震
）
を
対
象
に
し
た
、
地
震
の
規
模
や
一
定
期

間
内
に
地
震
が
発
生
す
る
確
率
な
ど
を
長
期
評
価
結
果
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
今
後
三

0
年
の
間
に
地
震

が
発
生
す
る
可
能
性
が
、
我
が
国
の
主
な
活
断
層
の
な
か
で
は
高
い
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
さ
れ
る
上
町
断
層
帯
を
例

と
し
、
図
9
I
4
に
示
し
た
大
阪
堆
積
盆
地
モ
デ
ル
と
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
法
を
用
い
て
行
っ
た
地
震
動
の
予
測
結
果
を
紹

介
す
る
。
図
9
|
1
0
の
マ
ッ
ピ
ン
グ
は
想
定
さ
れ
た
断
層
モ
デ
ル
（
マ
ッ
プ
上
の
大
阪
平
野
を
南
北
に
縦
断
す
る
三
つ

の
細
枠
が
断
層
の
広
が
り
を
示
し
、
太
枠
が
ア
ス
ペ
リ
ィ
に
相
当
す
る
）
に
対
す
る
最
大
速
度
分
布
（
各
地
点
の
速
度

応
答
波
形
の
絶
対
値
最
大
振
幅
を
等
値
色
で
表
し
た
も
の
）
を
示
し
て
い
る
。
最
大
速
度
は
建
物
の
損
壊
レ
ベ
ル
と
相

関
が
あ
る
指
標
と
い
わ
れ
て
い
る
。
最
大
速
度
は
、
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
近
傍
と
上
町
断
層
を
挟
ん
で
堆
積
層
が
厚
い
西
側

の
領
域
で
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
図

9
1
1
0
に
は
基
盤
面
深
度
が
異
な
る
、
千
里
丘
陵
上
の
豊
中

(
T
Y
N
、
基
盤
面
深
度
O・

六
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
度
）
と
、
福
島

(
F
K
S、
同
一
•
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
程
度
）
の
速
度
応
答
波
形
も
示
し
て
あ
る
。

T
Y
N

で

は
短
周
期
が
卓
越
し
た
継
続
時
間
が
短
い
波
形
と
な
っ
て
い
る
が
、

F
K
S
で
は
長
周
期
を
多
く
含
む
継
続
時
間
が
長

い
波
形
と
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
地
震
動
予
測
に
は
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ
位
置
や
サ
イ
ズ
な
ど

の
震
源
の
モ
デ
ル
化
と
不
規
則
な
形
状
を
し
た
基
盤
面
深
度
分
布
の
モ
デ
ル
化
の
相
互
の
精
度
向
上
が
欠
か
せ
な
い
こ

と
が
理
解
で
き
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
地
震
災
害
軽
減
を
目
的
と
し
た
将
来
の
地
震
時
に
お
け
る
地
震
動
（
揺
れ
）

の
予
測
研
究
・
技
術
や
適
用
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例
を
紹
介
し
た
。
現
在
、
予
測
結
果
は
構
造
物
の
耐
震
設
計
や
す
で
に
建
設
さ
れ
て
い
る
構
造
物
の
被
害
予
測
や
そ
の

結
果
に
基
づ
く
耐
震
補
強
な
ど
、
国
民
の
生
命
・
財
産
を
地
震
か
ら
守
る
た
め
の
備
え
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
被

害
地
震
が
多
発
し
、
日
本
列
島
全
体
が
地
震
活
動
期
に
入
っ
た
と
も
い
わ
れ
る
現
在
、
関
西
圏
に
目
を
向
け
れ
ば
、
南

海
・
東
南
海
地
震
と
い
う
巨
大
地
震
に
直
面
し
、
そ
の
被
害
軽
減
化
対
策
が
急
が
れ
て
い
る
。
最
近
の
地
震
被
害
を
み

れ
ば
、
高
度
化
し
た
社
会
に
お
い
て
は
、
そ
の
規
模
も
大
き
く
、
ま
た
多
様
化
も
し
て
い
る
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
地
震

動
の
予
測
研
究
・
技
術
が
地
震
災
害
軽
減
に
ど
の
程
度
役
立
つ
の
か
、
地
震
発
生
が
切
迫
し
て
い
る
現
在
、
そ
の
答
え

が
出
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
。

[
釜
江
克
宏
・
上
林
宏
敏
]
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リ
ス
ク
社
会
と
科
学
技
術

「
現
代
は
、
科
学
技
術
の
時
代
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。
す
で
に
昭
和
四
二
年
度
版
の
科
学
技
術
白
書
に
は
、
こ
の

フ
レ
ー
ズ
が
登
場
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
今
後
我
が
国
の
繁
栄
を
期
す
る
に
は
、
科
学
技
術
の
一
層
の
発
展
を
図
る

こ
と
が
不
可
欠
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
、
ま
さ
に
現
代
社
会
は
科
学
技
術
の
恩
恵
を
受
け
発
展
し

て
き
た
。
し
か
し
一
方
で
は
今

H
ほ
ど
科
学
技
術
へ
の
不
信
が
顕
在
化
し
て
い
る
時
代
も
な
い
だ
ろ
う
。
た
と
え
ば
平

成
―
二
年
度
版
の
科
学
技
術
白
書
で
は
、
生
命
科
学
や
原
子
力
に
対
す
る
国
民
の
不
信
感
が
指
摘
さ
れ
、
「
社
会
の
不

徊
感
を
取
り
除
く
努
力
」
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
「
リ
ス
ク
社
会
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
科
学
技
術
と
現
代
社
会
の
関
係
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

リ
ス
ク
社
会

ま
ず
は
よ
く
あ
る
誤
解
を
払
拭
し
て
お
こ
う
。
リ
ス
ク
社
会
と
は
、
「
危
険
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
社
会
」
の
こ
と

で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
あ
る
意
味
で
は
、
我
々
の
社
会
生
活
は
、
昔
の
ほ
う
が
よ
ほ
ど
危
険
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
た
と

い
え
る
。
か
つ
て
我
々
の
社
会
生
活
を
脅
か
し
て
い
た
危
険
の
な
か
に
は
、
科
学
技
術
の
発
展
の
お
陰
で
解
決
・
解
消
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さ
れ
た
も
の
も
多
い
。
昔
の
不
治
の
病
の
な
か
に
は
、
医
療
の
進
歩
の
結
果
、
現
在
で
は
治
癒
可
能
に
な
っ
て
い
る
も

の
も
少
な
く
な
い
。
ダ
ム
や
河
川
改
修
に
よ
っ
て
、
洪
水
や
氾
濫
の
被
害
も
か
な
り
の
程
度
人
為
的
に
抑
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。

リ
ス
ク
社
会
と
は
、
人
間
の
社
会
的
な
営
み
、
と
り
わ
け
科
学
技
術
に
よ
っ
て
不
可
避
的
に
も
た
ら
さ
れ
る
深
刻
な

リ
ス
ク
に
直
面
せ
ざ
る
を
え
な
い
社
会
の
こ
と
で
あ
る
（
ベ
ッ
ク
、
一
九
八
八
）
。
こ
こ
で
想
定
さ
れ
て
い
る
典
型
的

な
リ
ス
ク
は
、
環
境
問
題
、
原
子
力
発
電
所
の
事
故
リ
ス
ク
、
遺
伝
子
工
学
技
術
の
予
期
し
え
な
い
帰
結
な
ど
で
あ

る
。
そ
の
特
徴
は
、
第
一
に
、
そ
れ
が
科
学
技
術
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
よ
り
正
確
に
い
え
ば
、
科
学

技
術
の
成
功
に
随
伴
し
て
出
現
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
リ
ス
ク
を
正
確
に
認
識
す
る
に
も
、
リ

ス
ク
ヘ
の
対
策
を
講
じ
る
に
も
、
我
々
は
科
学
技
術
に
依
拠
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
や
放
射

能
汚
染
は
日
常
的
な
知
覚
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
、
い
ま
手
に
し
て
い
る
食
品
に
遺
伝
子

組
み
換
え
作
物
が
使
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、
五
官
を
頼
り
に
判
断
す
る
な
ど
不
可
能
で
あ
る
。
特
徴
の
第
二
は
、
リ

ス
ク
が
生
起
す
る
確
率
は
極
め
て
小
さ
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
っ
た
ん
生
じ
て
し
ま
う
と
、
し
ば
し
ば
補
償
不
能
・

回
復
不
能
な
ほ
ど
の
深
刻
な
帰
結
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
原
子
力
発
電
所
で
事
故
が
生
じ
る
確
率
は

ゼ
ロ
に
近
い
か
も
し
れ
な
い
が
（
そ
し
て
し
ば
し
ば
そ
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
る
が
）
、
万
が
一
に
も
事
故
が
生
じ
て
し

ま
う
と
、
そ
の
犠
牲
や
損
害
は
個
人
や
企
業
の
補
償
可
能
な
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
た
甚
大
な
も
の
に
な
り
か
ね
な

リ
ス
ク
社
会
の
特
徴
は
、
科
学
技
術
の
発
展
が
社
会
に
対
し
て
功
罪
両
面
を
も
つ
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
な
い
。

事
態
は
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
そ
こ
で
リ
ス
ク
社
会
に
つ
い
て
よ
り
正
確
に
理
解
す
る
た
め
に
、
社
会
学
者
の
ル
ー
マ
ン

（
小
松
、
二

0
0
三
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
リ
ス
ク
と
は
何
か
を
さ
ら
に
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
た
め
に
は
リ
ス
ク
が
何
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も
の
で
は
な
い
の
か
を
考
え
て
み
る
と
よ
い
。
リ
ス
ク
の
対
義
語
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
典
型
的
な
回
答
は
、
お
そ
ら

く
、
「
安
全
」
だ
ろ
う
。
実
際
、
政
府
の
リ
ス
ク
緩
和
政
策
や
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
方
策
に
お
い
て
は
、
し

ば
し
ば
リ
ス
ク
と
安
全
が
並
べ
ら
れ
、
リ
ス
ク
を
な
く
す
こ
と
が
す
な
わ
ち
安
全
を
実
現
す
る
こ
と
だ
と
さ
れ
て
い

る。
し
か
し
ル
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
現
代
社
会
に
お
い
て
、
リ
ス
ク
の
対
義
語
と
し
て
よ
り
重
要
な
の
は
「
危
険
」
で
あ

る
。
リ
ス
ク
と
危
険
は
、
日
常
的
に
は
ほ
ぽ
同
じ
意
味
を
も
つ
言
葉
で
あ
る
が
、
両
者
の
区
別
を
押
さ
え
る
こ
と
が
、

リ
ス
ク
社
会
を
理
解
す
る
う
え
で
重
要
で
あ
る
。
あ
ら
か
じ
め
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
て
お
く
な
ら
ば
、
リ
ス
ク
と
危
険
を

区
別
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
選
択
（
決
定
）
」
と
「
帰
属
」
で
あ
る
。

第
一
に
、
リ
ス
ク
は
、
主
体
に
よ
る
能
動
的
な
「
選
択
」
（
意
思
決
定
）
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
点
で
、
単
に
避
け

る
べ
き
脅
威
と
し
て
の
危
険
と
は
区
別
さ
れ
る
。
多
く
の
論
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
た
と
え
ば
、
平
川
、
二

0
0

三
）
、
歴
史
的
に
み
る
と
、
（
危
険
で
は
な
く
）
リ
ス
ク
の
ル
ー
ツ
の
―
つ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
中
世
か
ら
近
代

に
か
け
て
の
海
上
貿
易
の
発
展
に
求
め
ら
れ
る
。
商
人
た
ち
は
、
は
る
か
遠
方
の
国
へ
と
航
海
す
る
わ
け
だ
が
、
そ
の

途
中
嵐
に
巻
き
込
ま
れ
て
遭
難
し
た
り
、
海
賊
に
襲
わ
れ
て
命
を
奪
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
し
か
し
同
時
に
、
交
易

を
成
功
さ
せ
て
母
国
に
帰
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
巨
万
の
富
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
危
害
を

被
る
可
能
性
を
引
き
受
け
つ
つ
、
あ
え
て
積
極
的
に
航
海
す
る
「
選
択
」
を
す
る
こ
と
が
、
「
リ
ス
ク
を
冒
す
」
経
験

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
に
は
主
体
の
側
の
能
動
的
・
積
極
的
な
態
度
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
点
が
、

危
険
と
区
別
さ
れ
る
点
の
―
つ
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
リ
ス
ク
の
も
つ
時
間
性
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
リ
ス
ク
を
伴
う
選
択
は
、
未
来
の
本
源

的
な
不
確
実
性
を
前
提
に
し
て
い
る
。
選
択
が
な
さ
れ
る
現
在
に
お
い
て
い
か
に
周
到
に
備
え
よ
う
と
も
、
未
来
に
生
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じ
る
か
も
し
れ
な
い
脅
威
を
完
全
に
予
測
し
制
御
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
未
来
は
そ
の
本
性
上
、
現
在
に
お

け
る
期
待
を
裏
切
る
可
能
性
を
常
に
も
っ
て
い
る
（
そ
も
そ
も
未
来
に
不
確
実
性
が
な
け
れ
ば
、
言
い
換
え
れ
ば
未
来

が
完
全
に
予
測
・
制
御
可
能
で
あ
れ
ば
、
リ
ス
ク
そ
の
も
の
が
没
概
念
化
す
る
）
。
だ
か
ら
リ
ス
ク
を
冒
す
と
い
う
選

択
は
、
未
来
の
不
確
実
性
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
現
在
の
側
か
ら
最
大
限
予
測
し
制
御
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
含

意
し
て
い
る
。
未
来
に
生
じ
う
る
脅
威
（
と
そ
の
発
生
確
率
）
を
定
量
化
し
制
御
し
よ
う
と
い
う
動
機
と
、
そ
れ
が
可

能
で
あ
る
と
い
う
確
信
が
、
現
代
の
科
学
的
リ
ス
ク
評
価
・
管
理
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う

（
科
学
的
リ
ス
ク
評
価
の
問
題
に
つ
い
て
は
「
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
と
そ
の
問
題
点
」
で
述
べ
る
）
。

第
二
に
、
リ
ス
ク
は
、
そ
れ
が
生
じ
た
場
合
の
原
因
や
責
任
が
個
人
や
集
団
（
の
選
択
）
に
「
帰
属
」
さ
れ
る
点

で
、
脅
威
の
由
来
が
自
然
現
象
や
運
命
な
ど
超
人
間
的
な
も
の
に
求
め
ら
れ
る
危
険
と
は
区
別
さ
れ
る
。
リ
ス
ク
は
、

主
体
に
よ
る
自
由
な
決
定
（
選
択
）
に
伴
う
も
の
で
あ
る
か
ら
、
不
幸
に
し
て
脅
威
が
生
じ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

そ
の
選
択
を
し
た
個
人
や
集
団
の
責
任
が
間
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

リ
ス
ク
を
危
険
と
の
区
別
に
お
い
て
こ
の
よ
う
に
と
ら
え
る
と
、
リ
ス
ク
社
会
と
科
学
技
術
と
の
関
係
を
よ
り
明
確

に
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
科
学
技
術
の
発
展
の
お
陰
で
、
個
人
や
集
団
に
よ
る
選
択
の
幅
は
飛
躍
的
に
広
が
っ

た
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
は
危
険
と
見
な
さ
れ
て
い
た
脅
威
が
、
選
択
の
結
果
と
し
て
の
リ
ス
ク
と
見
な
さ
れ
、
そ
の

原
因
や
責
任
が
当
の
選
択
（
を
な
し
た
個
人
や
集
団
）
に
帰
属
さ
れ
る
ケ
ー
ス
も
拡
大
し
て
い
る
。
分
か
り
や
す
い
例

は
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
だ
ろ
う
（
矢
守
ほ
か
、
二

0
0
五
）
。
地
震
は
、
か
つ
て
は
人
間
に
は
ど
う
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
天
災
（
危
険
）
で
あ
っ
た
。
実
際
、
地
震
は
プ
レ
ー
ト
運
動
と
い
う
全
く
人
為
的
で
は
な
い
原
因
に
よ
っ
て

生
じ
る
。
し
か
し
プ
レ
ー
ト
運
動
の
観
測
技
術
が
発
展
す
る
と
、
地
震
学
者
た
ち
は
正
確
な
地
震
予
知
（
と
い
う
選

択
）
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
地
震
被
害
の
定
量
的
・
確
率
的
な
予
測
が
可
能
に
な
る
と
、
人
々
は
、
地
震
の
起
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こ
り
や
す
い
（
地
盤
の
弱
い
）
地
域
に
住
み
続
け
る
か
ど
う
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
耐
震
建
築
技
術
が

発
達
す
る
と
、
住
宅
や
都
市
の
耐
震
性
の
改
善
に
投
資
を
す
る
か
ど
う
か
が
選
択
の
対
象
と
し
て
浮
上
す
る
。
そ
し
て

被
害
が
生
じ
れ
ば
、
個
人
の
自
己
責
任
や
行
政
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
地
震
学
者
た
ち
は
正
確
な
予
知
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
責
め
ら
れ
、
人
々
は
危
険
な
地
域
に
住
み
続
け
て
い
た
こ
と
を
責
め
ら
れ
、
行
政
は
都
市
耐
震
政

策
の
不
備
を
責
め
ら
れ
る
。

以
下
、
リ
ス
ク
の
も
つ
社
会
性
に
つ
い
て
、
小
松
（
二

0
0
三
）
に
依
拠
し
つ
つ
、
補
足
的
に
説
明
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
リ
ス
ク
と
危
険
の
区
別
は
、
単
に
能
動
的
な
選
択
の
結
果
か
、
受
動
的
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
結
果

か
、
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
重
要
な
こ
と
は
、
社
会
的
な
帰
属
の
仕
方
の
違
い
で
あ
る
。
た
と
え
ば
大
事
な
ビ
ジ
ネ

ス
で
外
国
を
訪
れ
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
（
事
前
に
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
）
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
感

染
症
が
大
流
行
し
て
お
り
、
感
染
し
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
旅
行
は
本
人
の
能
動
的
な
選
択
に
よ
る
も
の

だ
が
、
感
染
は
不
運
に
見
舞
わ
れ
た
（
危
険
）
と
し
て
帰
属
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
本
人
が
災
難
（
危

険
）
に
遭
っ
た
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、
周
囲
の
人
々
か
ら
「
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
ト
ウ
ィ
ル
ス
情
報
を
事
前
に
確
認
し
て
い

か
な
か
っ
た
の
は
、
あ
な
た
が
悪
い
」
と
指
摘
さ
れ
、
同
じ
出
来
事
が
リ
ス
ク
と
し
て
再
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
だ

ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
と
危
険
の
区
別
は
、
社
会
的
な
婦
属
の
仕
方
の
違
い
で
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
過
程
で
変
化
を
被
る
可
能
性
を
も
つ
。

第
二
に
、
こ
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
何
も
し
な
い
」
こ
と
も
‘
―
つ
の
「
選
択
」
と
し
て
責
任
が
「
帰

属
」
さ
れ
る
。
上
記
の
地
震
の
例
で
も
、
行
政
が
防
災
に
つ
い
て
全
く
無
為
無
策
で
あ
っ
た
ら
、
積
極
的
に
策
を
講
じ

て
問
題
が
生
じ
た
場
合
よ
り
も
、
は
る
か
に
責
任
が
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
リ
ス
ク
は
主
体
に
よ
る
選
択
の
所
産

と
述
べ
て
き
た
が
、
こ
の
こ
と
は
「
選
択
を
し
な
け
れ
ば
リ
ス
ク
も
な
い
」
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
選
択
を
し
な
い
こ
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と
も
―
つ
の
選
択
な
の
で
あ
る
。

第
三
に
、
リ
ス
ク
と
危
険
の
区
別
は
、
利
益
を
求
め
て
リ
ス
ク
を
伴
う
選
択
を
す
る
者
と
、
そ
の
選
択
に
よ
る
脅
威

（
の
可
能
性
）
の
み
を
被
る
者
と
い
う
社
会
的
区
別
を
生
み
出
す
。
こ
の
場
合
、
同
じ
現
象
が
、
前
者
に
と
っ
て
は
リ

ス
ク
で
あ
り
、
後
者
に
と
っ
て
は
危
険
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
そ
の
脅
威
の
程
度
や
確
率
に
つ
い
て
の

認
知
や
、
そ
れ
に
対
す
る
許
容
度
の
食
い
違
い
も
生
じ
や
す
く
な
る
。
社
会
的
問
題
と
な
る
よ
う
な
リ
ス
ク
論
争
で

は
、
対
立
の
背
景
に
こ
う
し
た
食
い
違
い
が
存
在
す
る
こ
と
が
多
い
。
わ
か
り
や
す
い
例
と
し
て
は
、
原
子
力
発
電
所

の
建
設
が
挙
げ
ら
れ
る
。
電
力
会
社
や
政
府
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
電
力
を
安
定
供
給
す
る
と
い
う
利
益
を
求
め
て
な

さ
れ
る
選
択
だ
が
、
そ
の
選
択
に
参
加
し
て
い
な
い
人
々
、
特
に
現
地
の
反
対
派
の
住
民
に
と
っ
て
は
、
同
じ
原
子
力

発
電
所
の
（
潜
在
的
）
脅
威
が
危
険
と
し
て
現
れ
る
。
原
子
力
発
電
所
の
建
設
や
運
転
を
巡
っ
て
対
立
が
生
じ
て
い
る

よ
う
な
場
合
、
両
者
の
間
で
、
そ
も
そ
も
脅
威
に
対
す
る
認
識
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
（
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋

め
る
た
め
に
、
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
多
い
が
、
そ
こ
に
も
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
次
で
ふ
れ
る
）
。

以
上
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て
リ
ス
ク
社
会
を
定
義
し
て
お
こ
う
。
リ
ス
ク
社
会
と
は
、
未
来
の
脅
威
の
可
能
性

を
、
人
々
の
自
由
な
選
択
（
意
思
決
定
）
に
伴
う
リ
ス
ク
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
責
任
の
帰
属
先
を
拡
大
し
複
雑
化
し

て
い
く
社
会
で
あ
る
。

科
学
的
リ
ス
ク
認
識
と
そ
の
問
題
点

前
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
リ
ス
ク
を
認
識
し
、
そ
の
解
決
を
図
る
う
え
で
、
科
学
技
術
は
決
定
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
は
、
来
る
べ
き
脅
威
の
性
質
と
そ
の
生
起
確
率
を
客
観
的
か
つ
定
量
的
に
評
価
し
、
系
統
的
に
制
御
し
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よ
う
と
す
る
態
度
を
、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
と
よ
ぽ
う
。
リ
ス
ク
を
「
被
害
の
重
大
性
（
ハ
ザ
ー
ド
）

X

そ
の
生
起
確

率
」
と
定
義
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
リ
ス
ク
評
価
や
リ
ス
ク
管
理
を
行
う
こ
と
は

(National
R
e
s
e
a
r
c
h
 Council, 

1
9
8
9
)

、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
の
典
型
的
な
現
れ
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
は
、
科
学
技
術

の
も
つ
功
罪
両
面
の
う
ち
罪
の
側
面
を
解
消
・
低
減
し
功
の
側
面
を
強
化
す
る
の
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

し
か
し
、
述
べ
て
き
た
よ
う
な
リ
ス
ク
社
会
の
特
徴
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
に
は
看
過
で
き
な
い

問
題
も
あ
る
。
平
川
（
二

0
0
三
）
は
、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
が
も
つ
傾
向
と
、
そ
れ
が
も
た
ら
す
問
題
点
を
四
点
に

わ
た
っ
て
指
摘
し
て
い
る
。

第
一
は
、
リ
ス
ク
評
価
の
客
観
性
や
価
値
中
立
性
が
過
剰
に
重
視
さ
れ
強
調
さ
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
リ

ス
ク
評
価
は
専
ら
専
門
家
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
評
価
こ
そ
が
客
観
的
で
正
し
い
リ
ス
ク
評
価
だ
と

さ
れ
る
。
実
際
、
近
年
我
が
国
に
お
い
て
も
原
子
力
発
電
な
ど
科
学
技
術
政
策
に
関
す
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
し
ば
し
ば
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
大
半
は
、
専
門
家
が
客
観
的
な
リ
ス
ク
評
価
を
無
知
な
一

般
市
民
に
教
え
る
（
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
一
般
市
民
の
過
剰
な
不
安
を
払
拭
す
る
）
、
と
い
う
構
図
を
自
明
の

前
提
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
科
学
的
リ
ス
ク
評
価
の
客
観
性
を
根
拠
に
、
リ
ス
ク
（
を
伴
う
先
端
科
学
技
術
）
そ
の

も
の
の
受
容
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
プ
タ
ン
ス
）
を
迫
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
多
い
。

し
か
し
、
い
か
に
客
観
的
で
価
値
中
立
的
に
み
え
よ
う
と
、
科
学
的
リ
ス
ク
評
価
は
、
間
題
自
体
を
ど
の
よ
う
な
前

提
に
基
づ
い
て
と
ら
え
る
か
と
い
う
「
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
前
提
」
に
依
拠
し
て
い
る
。
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
前
提
と
は
、
①
重

要
な
社
会
的
価
値
（
リ
ス
ク
、
自
然
、
自
由
な
ど
）
に
対
す
る
価
値
態
度
、
②
行
為
や
責
任
（
個
人
や
組
織
の
自
律

性
、
責
任
な
ど
）
に
つ
い
て
の
信
念
、
③
競
合
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
主
張
の
伯
頼
性
や
重
要
性
に
関
す
る
判
断
、
④

物
事
の
因
果
関
係
や
関
連
性
・
重
要
性
に
関
す
る
特
定
の
理
論
や
モ
デ
ル
な
ど
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
も
と
に
さ
ま
ざ
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ま
な
物
理
的
・
社
会
的
プ
ロ
セ
ス
か
ら
特
定
の
現
象
や
側
面
を
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
選
び
出
し
、
知
識
を
組
織
化

す
る
こ
と
が
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
科
学
的
リ
ス
ク
評
価
に
は
、
何
を
対
処
す
べ
き
重
大
な
リ
ス
ク

と
認
定
す
る
か
、
そ
の
リ
ス
ク
を
社
会
が
受
容
す
べ
き
か
ど
う
か
を
決
め
る
基
準
に
は
何
を
選
ぶ
か
、
何
を
重
要
な
証

拠
と
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
測
定
方
法
を
採
用
す
る
か
、
不
確
実
性
を
ど
の
程
度
重
大
視
す
る
か
（
あ
る
い
は
無
視
す

る
か
）
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ク
管
理
対
策
と
そ
の
帰
結
を
検
討
対
象
と
す
る
か
、
な
ど
と
い
っ
た
社
会
的
な
価
値
判
断

や
優
先
づ
け
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
。
客
観
性
や
価
値
中
立
性
の
過
剰
な
強
調
は
、
「
科
学
的
結
論
」
と
い
う
錦
の

御
旗
の
も
と
、
科
学
的
リ
ス
ク
評
価
が
暗
黙
の
う
ち
に
依
拠
し
て
い
る
こ
の
よ
う
な
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
前
提
の
吟
味
を
棚

上
げ
に
し
て
し
ま
う
。

第
二
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
問
題
を
、
そ
の
「
バ
ッ
ク
エ
ン
ド
」
で
あ
る
リ
ス
ク
の
み
に
切
り
詰
め
、
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
過
程
の
「
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド
」
の
問
題
を
無
批
判
に
看
過
し
て
し
ま
う
傾
向
で
あ
る
。
こ
こ
で
フ
ロ
ン
ト
エ
ン
ド

の
間
題
と
は
、
た
と
え
ば
、
技
術
開
発
の
そ
も
そ
も
の
目
的
に
は
ど
の
程
度
妥
当
性
や
必
要
性
が
あ
る
の
か
、
誰
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
利
益
が
見
込
ま
れ
る
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
は
本
来
重
要
で
あ
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
が
も
つ
こ
の
傾
向
の
結
果
、
そ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
•
利
用
の
推
進
が
自
明
の

前
提
と
さ
れ
た
ま
ま
、
リ
ス
ク
を
ど
う
管
理
す
る
か
、
リ
ス
ク
を
ど
の
よ
う
に
受
容
す
る
か
（
し
て
も
ら
う
か
）
ば
か

り
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

第
三
は
、
科
学
が
リ
ス
ク
を
評
価
し
制
御
す
る
能
力
を
過
剰
に
伯
頼
す
る
傾
向
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
科
学
的
に
定

義
さ
れ
、
取
り
扱
う
こ
と
の
で
き
る
リ
ス
ク
の
み
が
評
価
や
管
理
の
対
象
と
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
リ
ス
ク
が
本
来
的

に
は
ら
む
未
来
の
不
確
実
性
の
問
題
、
す
な
わ
ち
、
漠
然
と
し
た
不
安
、
予
見
不
能
な
脅
威
、
何
が
知
ら
れ
て
い
な
い

の
か
も
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
「
知
ら
れ
ざ
る
無
知

(
u
n
k
n
o
w
n
u
n
k
n
o
w
n
s
)
」
な
ど
は
、
過
小
評
価
さ
れ
る
か
、
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そ
れ
ど
こ
ろ
か

端
的
に
無
視
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
、

効
果
を
も
も
つ
。

第
四
は
、
第
三
の
問
題
に
関
連
し
て
、
リ
ス
ク
を
脱
人
格
化
11
自
然
化
し
、
無
責
任
化
し
て
し
ま
う
傾
向
で
あ
る
。

そ
の
結
果
、
リ
ス
ク
と
危
険
の
区
別
が
無
化
さ
れ
、
リ
ス
ク
の
原
因
や
責
任
の
帰
属
と
い
う
社
会
的
・
倫
理
的
間
題
が

置
き
去
り
に
さ
れ
て
し
ま
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
の
問
題
は
、
専
門
家
と
一
般
市
民
の
リ
ス
ク
の
と
ら
え
方
の
違
い
に
分
か
り

や
す
い
形
で
現
れ
る
。
具
体
例
を
挙
げ
よ
う
。
一
九
九
八
年
か
ら
二
年
間
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
五
か
国
で
実
施
さ
れ
た
調

査
「
欧
州
に
お
け
る
農
業
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
関
す
る
一
般
市
民
の
認
知

(
P
A
B
E
)
」
に
お
い
て
、
フ
ォ
ー
カ

ス
グ
ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
対
象
と
な
っ
た
人
々
が
特
に
重
要
視
し
て
い
た
問
題
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

（

M
月号`

et
al.
2`
0
0
1
)

。
す
な
わ
ち
、
「
な
ぜ
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
が
必
要
な
の
か
」
、
「
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の

開
発
•
利
用
か
ら
、
誰
が
ど
の
よ
う
な
利
益
を
得
る
の
か
」
、
「
解
消
で
き
な
い
不
確
実
性
や
未
知
の
事
柄
は
、
意
思
決

定
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
」
、
「
予
見
さ
れ
な
か
っ
た
被
害
が
生
じ
た
と
き
に
は
誰
が
責
任
を
負

う
の
か
、
ど
う
や
っ
て
責
任
を
と
る
の
か
」
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
に
対
し
て
、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識

に
依
拠
す
る
専
門
家
は
ど
の
よ
う
に
答
え
る
だ
ろ
う
か
。
典
型
的
な
反
応
は
、
「
未
知
の
リ
ス
ク
を
お
そ
れ
る
態
度

は
、
あ
り
も
し
な
い
ゼ
ロ
リ
ス
ク
を
求
め
る
不
合
理
な
態
度
で
あ
る
」
、
「
リ
ス
ク
の
削
減
は
便
益
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
多
少
の
リ
ス
ク
は
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
科
学
的
リ
ス
ク
認

識
に
基
づ
く
こ
の
よ
う
な
回
答
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
、
少
な
く
と
も
P
A
B
E
の
調
在
対
象
者
た
ち
に
と
っ
て
は
明

ら
か
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
求
め
て
い
る
の
は
、
ゼ
ロ
リ
ス
ク
で
は
な
い
。
ゼ
ロ
リ
ス
ク
な
ど
あ
り
得
な
い
こ
と
を
十
分
理

解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
専
門
家
や
行
政
や
企
業
が
果
た
す
べ
き
責
任
を
十
分
に
果
た
す
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ

ス
ク
は
チ
ャ
ン
ス
」
と
い
っ
た
楽
観
的
自
伯
を
強
化
す
る
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る
。
彼
ら
は
ま
た
、
科
学
的
に
定
義
さ
れ
た
リ
ス
ク
と
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
な
ど
求
め
て
い
な
い
。
彼
ら
が
求
め
て
い
る

の
は
、
未
知
の
リ
ス
ク
を
含
む
不
確
実
性
と
、
科
学
技
術
の
必
要
性
や
正
当
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
（
平
川
、
二

0

0
三
）
。
一
般
市
民
の
専
門
家
や
科
学
に
対
す
る
不
信
の
背
後
に
は
、
こ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
認
識
の
麒
顧
が
あ
る
こ
と

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。

科
学
技
術
へ
の
こ
う
し
た
問
題
関
心
は
、
科
学
技
術
を
め
ぐ
る
意
思
決
定
へ
参
加
し
た
い
と
い
う
動
機
と
も
深
く
結

び
つ
い
て
い
る
。
科
学
技
術
に
は
未
知
の
リ
ス
ク
が
伴
う
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
科
学
技
術
の
目
的
や
必
然
性
、
リ
ス
ク

や
利
益
を
吟
味
し
、
そ
の
開
発
や
利
用
を
進
め
る
か
否
か
の
決
定
に
関
与
し
た
い
と
い
う
欲
求
は
極
め
て
自
然
な
も
の

で
あ
ろ
う
。
「
科
学
技
術
と
市
民
参
加
」
で
は
、
科
学
技
術
へ
の
市
民
参
加
の
動
向
に
つ
い
て
述
べ
る
。

リ
ス
ク
社
会
の
不
安

科
学
技
術
は
、
社
会
に
利
益
と
リ
ス
ク
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
個
人
や
集
団
の
自
由
（
選
択
）
と
責
任
の
範
囲

を
拡
大
す
る
と
い
う
形
で
、
社
会
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
科
学
技
術
は
リ
ス
ク
を
評
価
し
管
理
す
る
の
に
不
可

欠
だ
が
、
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
に
対
す
る
不
満
や
不
侶
も
無
視
で
き
な
い
声
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
科
学
技
術

と
社
会
の
こ
う
し
た
関
係
を
、
よ
り
一
般
的
な
理
論
的
文
脈
に
位
置
づ
け
、
リ
ス
ク
社
会
の
性
質
を
改
め
て
考
え
て
み

よ
う
。
具
体
的
に
は
、
リ
ス
ク
社
会
が
「
不
安
」
を
基
調
と
す
る
社
会
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
く
。
以
下
、
大
澤
真

幸
の
社
会
学
的
規
範
理
論
（
大
澤
、
一
九
九
ニ
・
ニ

0
0
八
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
し
て
、
杉
万
（
二

0
0
六
）
を

参
照
の
こ
と
）
に
依
拠
し
つ
つ
説
明
し
て
い
こ
う
。

我
々
が
何
か
を
認
識
し
た
り
、
あ
る
行
為
を
す
る
と
き
、
規
範
に
従
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
規
範
と
は
、
妥
当
な
（
想

定
可
能
な
）
認
識
や
行
為
の
集
合
で
あ
る
。
規
範
の
内
容
の
決
定
者
や
そ
の
与
え
手
と
し
て
現
れ
る
超
越
的
（
抽
象
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的
）
な
他
者
を
「
第
三
者
の
審
級
」
と
い
う
。
第
一
一
の
審
級
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
を
と
っ
て
現
れ
る
。
そ
の
最
も
分
か

り
や
す
い
例
は
、
神
で
あ
る
。
敬
虔
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
社
会
生
活
は
、
ア
ラ
ー
の
規
範
の
声
に
従
っ
て
営
ま
れ
る
。

他
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
世
間
体
を
気
に
し
て
自
他
の
行
動
を
律
す
る
人
は
、
世
間
と
い
う
第
三
者
の
審
級
の
規
範
の
声

に
従
っ
て
い
る
。
子
供
を
叱
る
母
親
は
、
独
り
善
が
り
に
そ
う
す
る
の
で
は
な
く
、
普
通
の
固
親
（
と
い
う
第
三
者
の

審
級
）
の
規
範
の
声
を
暗
黙
の
う
ち
に
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
第
三
者
の
審
級
は
、

平
た
く
い
え
ば
、
認
識
や
行
為
の
正
し
さ
を
保
証
し
て
く
れ
る
、
多
か
れ
少
な
か
れ
抽
象
的
な
他
者
で
あ
る
。
「
独
断

で
決
め
た
」
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
心
理
過
程
を
反
省
し
て
み
れ
ば
、
「
こ
れ
が
正
し
い
」
と
い
う

規
範
の
感
覚
を
伴
っ
て
い
る
—
~
「
こ
れ
が
正
し
い
」
と
い
う
規
範
の
声
を
与
え
て
く
れ
る
第
三
者
の
審
級
を
暗
黙
の

う
ち
に
想
定
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
科
学
的
な
営
み
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
仮
説
の
妥
当
性
を
実
験
に
基
づ
い
て
主
張
し
よ

う
と
す
る
物
理
学
者
は
、
そ
の
理
論
や
手
続
き
の
正
し
さ
を
保
証
し
て
く
れ
る
第
三
者
の
審
級
（
物
理
学
専
門
家
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
）
を
暗
黙
の
う
ち
に
想
定
し
て
い
る
。
斬
新
な
理
論
を
提
唱
す
る
学
者
が
「
万
人
に
理
解
さ
れ
な
く
と
も
、

こ
の
理
論
は
正
し
い
」
と
主
張
す
る
と
き
、
し
か
し
そ
の
学
者
は
そ
れ
を
正
し
い
と
理
解
し
て
く
れ
る
他
者
が
ど
こ
か

に
存
在
す
る
こ
と
を
暗
黙
の
う
ち
に
想
定
し
て
い
る
_

_

 

i

そ
う
で
な
け
れ
ば
「
正
し
い
」
と
い
う
感
覚
は
生
じ
よ
う
が

な
い
。さ

て
、
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
リ
ス
ク
社
会
の
特
徴
を
要
約
す
る
な
ら
ば
、
リ
ス
ク
社
会
は
、
第
三
者
の
審
級
の
不

在
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
社
会
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
正
し
さ
を
保
証
し
て
く
れ
る
（
認
識
や
行
為
に
最
終

的
な
根
拠
を
与
え
て
く
れ
る
）
究
極
的
な
他
者
の
存
在
を
想
定
で
き
な
い
社
会
で
あ
る
。
伝
統
的
に
は
、
宗
教
が
、
究

極
的
な
第
三
者
の
審
級
の
位
置
を
占
め
て
い
た
。
近
代
以
降
は
、
科
学
が
宗
教
に
と
っ
て
か
わ
り
我
々
の
社
会
生
活
に
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正
し
さ
の
根
拠
を
与
え
て
き
た
。
し
か
し
現
代
社
会
に
お
い
て
は
、
科
学
で
さ
え
も
正
し
さ
の
保
証
人
と
し
て
の
役
割

を
果
た
せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
科
学
的
知
識
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
未
来
に
生
じ
る
リ
ス
ク
の
予
想

や
そ
れ
に
対
す
る
適
切
な
対
策
に
つ
い
て
の
判
断
が
、
あ
る
真
理
へ
と
収
束
し
て
い
く
兆
候
を
示
さ
な
い
ど
こ
ろ
か
、

ま
す
ま
す
分
散
・
分
裂
し
て
し
ま
う
こ
と
を
、
我
々
は
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
地
球
温
暖
化
の
リ
ス

ク
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
、
科
学
者
は
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
政
治
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
あ
る

い
は
、
前
の
「
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
と
そ
の
問
題
点
」
で
述
べ
た
よ
う
な
問
題
が
顕
在
化
し
て
き
た
こ
と
も
、
科
学
技

術
が
第
三
者
の
審
級
の
位
置
を
占
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

リ
ス
ク
社
会
に
お
け
る
第
三
者
の
審
級
の
不
在
を
象
徴
的
に
示
す
の
が
、
医
療
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン

セ
ン
ト
の
普
及
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
は
、
医
療
の
現
場
に
お
い
て
は
、
専
門
的
な
知
識
と
技
術
を
も
っ
た
医
師
が
第
三

者
の
審
級
を
代
理
し
て
き
た
。
複
数
の
治
療
手
段
の
選
択
を
最
終
的
に
は
患
者
（
と
そ
の
家
族
）
に
委
ね
る
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、
い
ま
や
医
師
で
さ
え
、
ど
の
治
療
手
段
が
最
も
適
切
で
あ
る
の
か
を
判

断
（
確
定
）
で
き
な
い
（
と
社
会
的
に
見
な
さ
れ
て
い
る
）
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
問
題
は
そ
の
先
に
あ
る
。
専
門
家

た
る
医
師
に
さ
え
判
断
不
能
な
選
択
を
、
素
人
た
る
患
者
が
い
か
な
る
意
味
で
な
し
う
る
の
か
。
そ
の
選
択
は
、
い
か

に
患
者
の
自
己
決
定
（
権
）
な
ど
と
い
う
耳
あ
た
り
の
よ
い
言
葉
で
彩
ら
れ
よ
う
と
も
、
実
質
的
に
は
、
確
か
な
根
拠

の
な
い
ま
ま
に
な
さ
れ
る
、
一
種
の
賭
け
に
化
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
も
は
や
真
の
意
味
で
の

「
選
択
」
で
は
な
い
。

こ
の
こ
と
か
ら
得
ら
れ
る
帰
結
は
、
次
の
こ
と
で
あ
る
。
第
三
者
の
審
級
の
不
在
は
、
個
人
の
選
択
（
自
己
決
定
）

を
強
化
す
る
の
で
は
な
い
。
全
く
逆
に
、
個
人
の
選
択
そ
の
も
の
を
も
空
洞
化
し
て
し
ま
う
。
リ
ス
ク
社
会
に
お
い

て
、
科
学
技
術
は
、
個
人
や
集
団
の
選
択
と
責
任
の
範
囲
を
拡
大
し
続
け
て
い
る
と
述
べ
て
き
た
。
し
か
し
同
時
に
、
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リ
ス
ク
社
会
に
お
い
て
は
、
科
学
技
術
で
さ
え
も
第
一

な
賭
け
と
化
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、

る。

の
審
級
の
位
置
か
ら
撤
退
し
、
そ
の
結
果
、
選
択
が
無
根
拠

リ
ス
ク
社
会
の
基
調
を
な
す
社
会
的
感
情
は
、
「
不
安
」
で
あ

科
学
技
術
と
市
民
参
加

最
後
に
、
科
学
技
術
へ
の
市
民
参
加
の
動
向
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
具
体
的
に
は
、
デ
ン
マ
ー
ク
を

中
心
に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
参
加
型
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
科
学
技
術
へ
の
市
民
参

加
の
動
向
は
、
科
学
技
術
（
専
門
家
）
へ
の
信
頼
感
の
ゆ
ら
ぎ
、
科
学
技
術
で
さ
え
も
選
択
（
決
定
）
の
根
拠
を
与
え

て
く
れ
る
正
し
さ
の
保
証
人
（
第
三
者
の
審
級
）
の
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
な
い
と
い
う
不
安
を
背
景
に
、
そ
れ
ら
へ

の
社
会
的
対
応
の
試
み
と
し
て
発
展
し
て
き
た
。

科
学
技
術
が
社
会
や
自
然
環
境
に
与
え
る
影
響
を
分
析
評
価
し
、
そ
の
結
果
を
科
学
技
術
政
策
や
研
究
開
発
に
反
映

さ
せ
る
試
み
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(
T
A
)
と
よ
ぶ
。
一
九
七
二
年
に
ア
メ
リ
カ
で

T
Aを
行
う
技
術
評

価
局

(
O
T
A
)
が
設
立
さ
れ
た
の
を
皮
切
り
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
も
T
A機
関
が
設
立
さ
れ
、

T
A
の
動
き
が

広
が
っ
て
い
く
（
ア
メ
リ
カ

O
T
A
は
一
九
九
五
年
に
廃
止
）
。
た
だ
し
こ
れ
ら
初
期
の

T
A
に
お
い
て
は
、
科
学
技
術

の
影
響
の
分
析
評
価
は
専
ら
専
門
家
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
な
か
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
九
八
六
年
に
国
会
の
決
議
に
よ
り
技
術
委
員
会
が
設
立
さ
れ
（
そ
の
後
一
九

九
五
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
技
術
委
員
会

(
D
B
T
)
と
し
て
正
式
に
独
立
）
、
新
た
な
T
A
の
あ
り
方
と
し
て
、
参
加
型
T

A
を
開
発
し
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
。
参
加
型

T
A
に
お
い
て
は
、
科
学
技
術
の
影
響
の
分
析
評
価
は
、
専
門
家
を
中
心

に
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
専
門
家
以
外
の
一
般
市
民
や
利
害
関
係
者
が
主
役
と
な
る
。
こ
う
し
た
市
民
参
加
の
試
み
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が
う
ま
く
い
く
た
め
の
条
件
と
し
て
、
藤
垣
（
二

0
0
三
）
は
次
の
三
点
を
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
は
、
検
討
対
象
と

な
っ
て
い
る
科
学
技
術
の
影
響
を
分
析
評
価
し
、
一
定
の
判
断
を
下
す
「
主
体
」
の
多
様
性
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
第
二
は
、
評
価
や
判
断
に
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
一
般
市
民
と

専
門
家
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
市
民
参
加
の
仕
組
み
の
中
に
う
ま
く
組
み
込
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
第
三

は
、
評
価
や
判
断
を
め
ぐ
る
合
意
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
や
ル
ー
ル
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
参
加
型

T
A
の

実
践
的
手
法
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
す
た
め
の
エ
夫
が
こ
ら
さ
れ
て
い

る。
参
加
型

T
A手
法
の
代
表
例
と
し
て
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
を
紹
介
し
よ
う
（
小
林
、
二

0
0
四
）
。
コ
ン
セ
ン
サ

ス
会
議
は

D
B
T
が
一
九
八
七
年
に
「
産
業
と
農
業
に
お
け
る
遺
伝
子
操
作
技
術
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
て
以
来
、
多

く
の
国
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
も
と
開
催
さ
れ
て
い
る
。
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
と
は
、
政
治
的
、
社
会
的
利

害
を
め
ぐ
っ
て
論
争
状
態
に
あ
る
科
学
的
・
技
術
的
話
題
に
関
し
て
、
素
人
か
ら
な
る
グ
ル
ー
プ
が
専
門
家
に
質
間

し
、
専
門
家
の
答
え
を
聞
い
た
後
で
、
こ
の
話
題
に
関
す
る
合
意
を
形
成
し
、
最
終
的
に
彼
ら
の
見
解
を
記
者
会
見
の

場
で
公
表
す
る
た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
あ
る

(Simon
and Durant, 1
9
9
4
)

。
D
B
T
に
よ
る
標
準
的
な
コ
ン
セ
ン
サ

ス
会
議
は
、
運
営
委
員
会
（
事
務
局
）
、
市
民
パ
ネ
ル
、
専
門
家
パ
ネ
ル
の
三
グ
ル
ー
プ
か
ら
構
成
さ
れ
、
計
画
・
準

備
段
階
か
ら
三
日
間
続
く
本
会
議
ま
で
約
六
か
月
の
過
程
か
ら
な
る
。
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
（
詳
し
く
は

小
林
（
二

0
0
四
）
を
参
照
）
。
本
会
議
の
二
＼
三
か
月
前
に
第
一
回
会
合
が
開
か
れ
、
初
め
て
一
堂
に
会
し
た
市
民

パ
ネ
ル
が
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
の
目
的
や
市
民
パ
ネ
ル
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
、
テ
ー
マ
（
た
と

え
ば
、
遺
伝
子
組
み
換
え
農
作
物
の
開
発
と
利
用
）
に
関
す
る
基
礎
知
識
を
得
た
う
え
で
、
こ
の
テ
ー
マ
を
討
議
す
る

際
の
「
鍵
と
な
る
質
問
」
を
議
論
し
決
定
す
る
。
会
議
の
一
か
月
前
の
第
二
回
会
合
で
は
、
前
回
の
議
論
を
継
続
し
、
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「
鍵
と
な
る
質
問
」
を
最
終
的
に
確
定
し
て
文
書
化
し
、
市
民
パ
ネ
ル
が
回
答
を
求
め
る
専
門
家
に
送
付
す
る
。
本
会

議
は
三
日
間
か
ら
な
る
。
第
一
日
は
公
開
で
行
わ
れ
、
専
門
家
パ
ネ
ル

(
-
0
＼
一
五
人
）
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
＼
三
〇

分
で
市
民
パ
ネ
ル
か
ら
の
「
鍵
と
な
る
質
問
」
に
回
答
し
、
各
自
の
専
門
的
見
解
を
提
示
す
る
。
そ
の
夜
、
市
民
パ
ネ

ル
は
「
鍵
と
な
る
質
問
」
に
対
す
る
専
門
家
の
回
答
を
吟
味
し
、
第
二
日
に
専
門
家
に
対
し
て
す
る
質
問
を
決
め
る
。

第
二
日
は
、
午
前
中
は
公
開
で
行
わ
れ
、
市
民
パ
ネ
ル
と
専
門
家
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ
る
。
午
後
と
夜
は
非
公
開

で
、
市
民
パ
ネ
ル
だ
け
が
集
ま
り
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
討
論
し
、
テ
ー
マ
に
関
す
る
最
終
的
な
「
コ

ン
セ
ン
サ
ス
文
書
」
を
作
成
す
る
。
第
三
日
は
市
民
パ
ネ
ル
が
「
コ
ン
セ
ン
サ
ス
文
書
」
を
公
表
す
る
。
専
門
家
パ
ネ

ル
は
専
門
的
事
項
の
誤
り
に
限
っ
て
訂
正
を
許
さ
れ
る
が
、
内
容
に
コ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
そ
の
後
、

会
場
全
体
で
討
論
が
行
わ
れ
る
。
会
議
終
了
後
に
は
、
プ
レ
ス
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
は
、
「
科
学
的
リ
ス
ク
認
識
と
そ
の
問
題
点
」
で
述
べ
た
よ
う
な
科
学
技
術
（
専

門
家
）
へ
の
信
頼
の
ゆ
ら
ぎ
、
科
学
技
術
を
め
ぐ
る
意
思
決
定
に
参
加
し
た
い
と
い
う
一
般
市
民
の
側
の
欲
求
に
直
接

応
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
と
同
時
に
、
少
数
の
一
般
市
民
と
専
門
家
の
対
話
（
質
問
と
回
答
）
か
ら
「
コ
ン
セ

ン
サ
ス
」
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
試
み
は
、
従
来
は
科
学
が
体
現
し
て
き
た
普
遍
的
な
「
真
理
」
（
超
強
力
な
第
三
者
の

審
級
）
に
、
（
そ
の
科
学
技
術
に
つ
い
て
の
「
選
択
」
の
根
拠
と
し
て
機
能
す
る
よ
う
な
）
ロ
ー
カ
ル
な
合
意
を
代
置

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
述
の
「
不
安
」
に
対
処
す
る
方
策
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
（
矢
守
、
二

0
0

九）。コ
ン
セ
ン
サ
ス
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
参
加
の
仕
組
み
で
、
最
も
問
題
に
な
る
の
は
、
一
般
市
民
の
「
選
択
」

を
い
か
に
現
実
の
科
学
技
術
政
策
に
反
映
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
（
た
だ
し
い
う
ま
で
も
な
く
、
ど
の
程
度
反
映
さ
せ
る

べ
き
か
、
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
せ
る
べ
き
か
は
、
決
し
て
自
明
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
自
体
慎
重
に
検
討
さ
れ
る
必

I50 



要
が
あ
る
。
）
こ
の
点
に
関
し
て
も
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
運
営
主
体
で
あ
る

D
B
T
が
国
の
機
関
で
あ
る
た
め
、
参
加

型
T
A
の
成
果
が
政
策
に
反
映
さ
れ
や
す
い
（
小
林
、
二

0
0
四
）
。
そ
の
点
日
本
に
お
い
て
は
、
参
加
型
T
A
は
急

速
に
普
及
し
て
い
る
も
の
の
、
政
策
や
研
究
開
発
に
反
映
す
る
ル
ー
ト
は
ほ
と
ん
ど
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

参
加
型
T
Aを
は
じ
め
科
学
技
術
へ
の
市
民
参
加
の
仕
組
み
に
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
る
。
本
章
で
は
紙
幅

の
都
合
上
ほ
と
ん
ど
紹
介
で
き
な
か
っ
た
が
、
興
味
の
あ
る
読
者
は
、
小
林
（
二

0
0
四
）
、
小
林
（
編
）
（
二

0
0

二
）
、
藤
垣
（
二

0
0
1
―-）、

R
e
n
n
et al. 
(
1
9
9
5
)

な
ど
を
参
照
さ
れ
た
い
。

[
永
田
素
彦
]
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図11-1

産
業
革
命
以
降
、
大
量
生
産
、
消
費
、
廃
棄
型
の
シ
ス
テ
ム
を
前
提
と
し
、

快
適
な
生
活
空
間
の
な
か
で
物
質
的
な

豊
か
さ
を
大
い

に
享
受
し
て
き
た
現
代
文
明
は
、
先
進
国
と
発
展
途
上
国
と
の
格
差
が
拡
大
す
る
一
方
で
、
資
源
・
エ

軸

暉

ネ

ル

ギ

ー
の
枯
渇
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
、
地
球
現
檄
破
壊
と
い

っ
た
地
球
の

ヽ
有
限
性
を
強
く
認
識
さ
せ
る
諸
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
問
題
を

空

時

克
服
し
持
続
可
能
な
社
会
を
構
築
す
る
う
え
で
は
、
人
間
活
動
の
環
境
負
荷
や

界世

影
響
を
社
会
的
に
衡
平
か
つ
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
が

一
っ
の
キ
ー
と
な
る
。

本
章
で
は
ま
ず
地
球
環
境
問
題
の
特
質
に
ふ
れ
た
後
、
隠
れ
た
環
境
負
荷
の
可

視
化
に
有
効
な
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
思
考
に
言
及
し
、
私
た
ち
の
生
活
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
。

地
球
環
境
問
題
の
特
質

地
球
環
境
問
題
に
は
、
主
に
先
進
国
の
経
済
活
動
に
よ
る
、

環境問題の四つの視点

人
間
活
動
の
環
境
負
荷
評
価

m地
球
温
暖

[52 



原動力と なる人間活動

：がダん紛又-n,
----,----＇ 

ェ‘,’

I負荷の形態 I
g (LC!の瑣Ill

問題から経済／ ， 
へのはねかえり ＇ 

図11-2 人間活動と環境負荷、環境問題、環境影響の対応図

（森口(3)に一部加箪）

化
、
②
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、
③
酸
性
雨
、

④

有
害
廃
棄

物
の
越
境
移
動
、
⑤
海
洋
汚
染
と
、
主
に
開
発
途
上
国

の
人
口
急
増
や
貧
困
に
よ
る
、
⑥
砂
漠
化
、

m生
物
多

様
性
の
減
少
、
⑧
熱
帯
林
の
減
少
、
⑨
開
発
途
上
国
の

公
害
、
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
地
球
環
境
問
題
は
、
公
害

で
は
加
害
者
と
被
害
者
の
関
係
が
比
較
的
明
確
に
分
離
さ

れ
る

一
方
で
、

①

発
生
源
が
非
常
に
多
数
の
主
体
（
個
人
や
組
織
）

に
拡
散

②

因
果
関
係
の
証
拠
の
不
確
実
性

③

南
北
、
世
代
間
格
差

（
未
来
世
代
の
生
存
可
能

性）

(l

2
 

と
い

っ
た
特
殊
性
を
有
し
、
単
な
る
技
術
的
問
題
で
は
な

く
、
国
際
的
な
社
会
的
・
政
治
的
課
題
で
あ
る
。
図
11
1
1

は
環
境
問
題
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
三
つ
の
軸

（対
象
、

時
間
、
空
間
）
を
示
し
た
も
の
で
、
公
害
は
三
軸
の
原
点

付
近
に
あ
る
が
、
地
球
環
境
問
題
は
原
点
か
ら
各
方
向
に

範
囲
が
延
び
て
お
り
、
従
来
の
三
軸
に
加
え
て
新
た
に
社

会
軸
と
で
も
い
う
べ
き
も
の
を
付
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
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図
11ー

2
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
活
動
に
伴
う
環
境
負
術
と
そ
れ
が
引
き
起
こ
す
環
境
問
題
、
影
響
項
目
（
ヒ
ト
の

健
康
・
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
、
資
源
供
給
、
廃
物
吸
収
、
生
態
系
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
地
球
環
境
間
題
は
、
環
境

保
全
活
動
も
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
人
間
活
動
と
背
後
に
あ
る
社
会
、
経
済
、
制
度
、
文
明
と
が
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、

国
や
世
代
間
の
衡
平
性
を
確
保
し
た
持
続
可
能
な
社
会
を
ど
の
よ
う
に
し
て
構
築
し
て
い
く
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。

隠
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
・
環
境
負
荷
と
そ
の
可
視
化

Iii
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
思
考
の
重
要
性

製
品
の
製
造
、
サ
ー
ビ
ス
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
、
我
々
の
社
会
・
経
済
活
動
に
は
多
量
の
資
源
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

投
入
さ
れ
同
時
に
環
境
負
荷
が
生
み
出
さ
れ
る
。
通
常
、
環
境
負
荷
と
い
え
ば
製
品
の
使
用
段
階
（
た
と
え
ば
自
動
車

の
走
行
時
に
排
出
さ
れ
る
排
気
ガ
ス
）
に
つ
い
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
果
た
し
て
そ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う

か
。
我
が
国
で
は
石
油
や
鉄
鉱
石
な
ど
の
資
源
は
ほ
と
ん
ど
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
経
済
的
に

は
無
価
値
で
通
常
は
廃
棄
物
と
し
て
認
識
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
隠
れ
た
フ
ロ
ー
（
鉱
物
の
採
鉱
段
階
で
掘
削
さ
れ
る
表

土
・
岩
石
、
選
鉱
段
階
で
鉱
物
か
ら
分
離
さ
れ
る
不
純
物
、
木
材
製
品
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
る
木
材
、
食
肉
に
投
入
さ

れ
る
飼
料
な
ど
）
が
存
在
す
る
。
た
と
え
ば
、
金
一
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
出
す
た
め
に
一
三
六

0
ト
ン
の
廃
棄
物
が
生

じ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

日
本
は
多
く
の
食
料
品
を
輸
入
し
て
お
り
、
フ
ー
ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
（
食
物
の
生
産
地
か
ら
消
費
地
ま
で
の
距
離
に

輸
送
量
を
乗
じ
た
値
）
は
人
ロ
一
人
当
た
り
約
七

0
0
0
ト
ン
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

(t・km)
で
ド
イ
ツ
約
二

0
0
0
ト

(5) 

ン
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
や
ア
メ
リ
カ
約
一

0
0
0
ト
ン
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
よ
り
も
多
い
。
ま
た
、
魚
の
養
殖
、
野
菜
の
生
産
に

関
係
し
た
種
苗
、
肥
料
、
農
薬
、
温
室
や
農
業
機
械
の
光
熱
動
力
、
建
物
・
土
地
改
良
設
備
な
ど
へ
の
投
入
エ
ネ
ル
ギ
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ー
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
食
材
生
産
時
の
間
接
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
も
あ
り
、
食
材
の
生
産

・
輸
送
の
間
接
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
、
調
理
や
買
い
物
な
ど
の
食
の
直
接
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
二
倍
以
上
に
も
及
ぶ
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し

た
直
接
、
間
接
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
多
く
が
化
石
燃
料
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
お
り
、

C
O
2
を
は
じ
め
と
す
る
環
境
負
荷

を
生
み
出
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
人
間
活
動
に
伴
う
資
源
投
入
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
、
環
境
負
荷
物
質
の
排
出
は
、
人
々
の
意
識
下
に

あ
る
使
用
段
階
だ
け
で
な
く
そ
の
活
動
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
間
接
的
項
目
を
考
慮
し
総
合
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
極

め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
人
間
活
動
を
構
成
す
る
社
会
経
済
的
要
素
は
世
界
的
規
模
で
相
互
に
影
響

し
て
お
り
、
環
境
負
荷
が
誘
発
性
や
波
及
性
を
有
す
る
こ
と
に
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
思
考
（
L
后
e
C
y
c
l
e
 Thinking
:
L
C
T
)
と
は
、
対
象
と

す
る
人
間
活
動
に
か
か
わ
る
隠
れ
た
裏
側
ま
で
も
含
め
た
す
べ
て
の
過
程
（
ラ

イ
フ
サ
イ
ク
ル
）
を
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
り
、
環
境
負
荷
の
も
つ
間
接
性
や
誘

発
性
な
ど
を
評
価
し
社
会
全
体
の
環
境
負
荷
低
減
や
資
源
循
環
を
考
え
る
う
え

で
必
須
の
視
点
と
い
え
る
。
元
来
ニ
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
ク
と
は
生
物
学
的
用
語

で
生
物
の
誕
生
か
ら
死
に
至
る
ま
で
の
周
期
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
り
、
日
本

語
で
は
「
生
活
環
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、
ニ
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ク

の
意
味
が
製
品
、
イ
ン
フ
ラ
、
集
団
、
活
動
な
ど
に
拡
張
さ
れ
て
い
る
が
、
製

品
の
環
境
へ
の
影
響
を
考
え
る
場
合
に
は
、
図
1
1
_
3
に
あ
る
よ
う
に
原
料
採

掘
か
ら
部
品
の
製
造
・
加
工
・
組
立
、
輸
送
、
・
使
用
、
廃
棄
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
至
る
段
階
ま
で
（
ゆ
り
か
ご
か
ら
墓
場
ま
で
）
を
指
す
。

図11-3 製品のライフサイクル
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ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

人
間
活
動
の
隠
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
環
境
負
荷
、
お
よ
び
環
境
負
術
の
間
接
性
・
誘
発
性
・
波
及
性
を
評
価
す

る
手
法
の
一
っ
と
し
て
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

(Life
Cycle A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
 :
L
C
A
)
が
あ
る
。
国
際
標

準
化
機
構

(
I
S
o
)
の
1
4
0
4
0
シ
リ
ー
ズ
で
は
、

L
C
A
は
製
品
の
原
料
採
掘
か
ら
使
用
、
廃
棄
に
至
る
す
べ

て
の
段
階
に
お
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
や
環
境
負
荷
を
定
量
化
し
、
環
境
へ
の
影
響
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、
そ
の

結
果
を
解
釈
す
る
一
連
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
産
業
界
に
お
い
て
実
務
の
段
階
に
達
す
る

と
と
も
に
、
自
社
製
品
の

L
C
A
の
結
果
を
カ
タ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
環
境
報
告
書
に
記
載
す
る
企
業
も
数
多

い。

I
S
o
l
4
0
4
0
シ
リ
ー
ズ
で
定
義
さ
れ
て
い
る

L
C
A
は
「
製
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
に
付
随
す
る
環
境
側
面

と
潜
在
的
影
響
を
評
価
す
る
技
法
」
と
対
象
が
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
フ
ラ
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ど
対
象
範
囲

は
拡
大
し
て
い
る
。

L
C
A
の
実
施
手
順
は
、
①
製
品
間
の
比
較
を
行
う
な
ど
の
用
途
、
調
査
理
由
、
調
究
結
果
提
供

者
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
従
っ
て
調
壺
範
囲
を
最
初
に
設
定
す
る
。
そ
の
後
、
②
投
入
さ
れ
る
資
源
量
や
排
出
さ
れ

る
C
o
2
、
N
o
x
、
富
栄
養
化
物
質
、
有
害
化
学
物
質
な
ど
の
環
境
負
荷
量
を
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
各
段
階
、
単
位
プ

ロ
セ
ス
ご
と
に
詳
細
に
計
算
す
る
。
こ
の
二
段
階
が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
イ
ン
ベ
ン
ト
リ

(
L
C
I
)
分
析
と
い
わ
れ
る

も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
を
受
け
て
、
③
種
々
の
環
境
負
荷
が
及
ぽ
す
影
響
、
た
と
え
ば
、
地
球
温
暖
化
、
富
栄
養

化
、
資
源
枯
渇
な
ど
環
境
項
目
に
対
す
る
影
響
（
被
害
）
を
検
討
す
る
イ
ン
パ
ク
ト
評
価

(
L
C
I
A
)
が
行
わ
れ
、

④
実
施
方
法
に
よ
る
結
果
へ
の
影
響
を
考
察
す
る
解
釈
の
段
階
へ
と
進
む
。
得
ら
れ
た
結
果
の
妥
当
性
は
、
第
三
者
に

よ
る
審
査
（
ク
リ
テ
イ
カ
ル
レ
ビ
ュ
ー
）
に
よ
る
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
併
せ
て
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
デ
ー
タ
等
の
不
確
実

性
を
考
慮
し
た
感
度
解
析
な
ど
が
重
要
で
あ
る
。

複
数
製
品
の
比
較
に
際
し
て
は
、
単
に
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
環
境
負
荷
の
総
計
を
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、
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公
平
性
の
点
か
ら
製
品
の
機
能
で
基
準
化
し
た
量
で
比
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
製
品
の
機
能
（
製
品
特
性
）
は
機
能

単
位
と
よ
ば
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
入
出
カ
デ
ー
タ
の
基
準
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

Ill
隠
れ
た
環
境
負
荷
の
可
視
化

低
炭
素
社
会
、
循
環
型
社
会
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
は
、
隠
れ
た
環
境
負
荷
を
定
量
化

し
、
人
間
活
動
の
持
続
可
能
性
の
程
度
を
分
か
り
や
す
い
指
標
で
表
現
し
た
情
報
提
供
が
必
要
で
あ
る
。
前
述
の
フ
ー

ド
・
マ
イ
レ
ー
ジ
は
一
例
で
あ
る
が
、
食
料
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
う
ち
輸
送
過
程
し
か
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
具
体

的
な
指
標
と
し
て
、
あ
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
得
る
た
め
に
必
要
な
隠
れ
た
フ
ロ
ー
も
包
含
し
た
総
物
質
量
で
表
現
す

る
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
（
製
品
の
背
負
っ
た
重
荷
）
、
あ
る
国
や
地
域
の
人
間
活
動
を
永
続
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
の
に
必
要
な
生
産
可
能
な
土
地
面
積
で
表
す
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
人
間
活
動
が
「
踏
み
つ

け
た
面
積
」
、
一
国
や
人
間
が
自
ら
の
活
動
を
行
う
た
め
に
直
接
的
・
間
接
的
に
消
費
し
て
い
る
土
地
面
積
）
が
提
案

さ
れ
て
い
る
。

我
々
の
生
活
、
特
に
消
費
と
地
球
環
境
問
題
の
関
係
は
自
身
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
が
困
難
で
、
い
か
な
る

行
動
が
地
球
環
境
問
題
の
解
決
に
貢
献
す
る
か
を
実
感
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
個
人
レ
ベ
ル
で
の
環
境
問
題
へ
の
意
識

向
上
を
図
る
方
法
と
し
て
、
消
費
者
に
商
品
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
情
報
を
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
を
用
い
て
提

供
す
る
環
境
ラ
ベ
ル
が
あ
る
。

I
S
O
で
規
格
化
さ
れ
た
環
境
ラ
ベ
ル
に
は
タ
イ
プ

I
¥
m
の
三
つ
が
あ
り
、
タ
イ
プ

ー
と
は
、
エ
コ
マ
ー
ク
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
環
境
負
荷
が
あ
る
基
準
値
を
ク
リ
ア
し
て

い
れ
ば
第
一
二
者
の
認
証
機
関
か
ら
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、
消
費
者
に
と
っ
て
は
目
安
に
し
や
す
い
も
の
で
あ
る
。
タ
イ

プ
II
は
第
三
者
に
よ
る
認
証
は
必
要
と
せ
ず
、
メ
ー
カ
ー
や
流
通
業
な
ど
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
企
業
が
、
自

社
の
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
環
境
配
慮
を
主
張
す
る
環
境
ラ
ベ
ル
で
あ
り
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
資
源
や
リ
サ
イ
ク
ル
可
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表 11-1 環境負荷データ表示／提供する環境ラベルやデータベースの例

制度名 ェコ商品ねっと エコリーフ環境ラベル家電製品環境情報 車種別環境情報 省エネ性能カタログ低公害車ガイト7'ック

述営主1本名 グリーン購入
産業棗椛管理協会 日本軍機工業会 日本自動車工業会

経済産業省、 際境省、経済産業省、
ネットワーク 省エネルギーセンター 国土交通省

紙類、文具類、 耐久iti1・肘財、 電気冷蔵庫、 自動車 現在日本で入手で
オフィス家具、 業務J:|j機器・材 電気洗濯機、 （乗J-IJIlIおよび きる低公害車
OA機器、 料、日用品、基礎 家庭用エアコン 尚用車、 二輪車） （販売またはリー
家軍製品、 賓材、エネルギー、 スにより 市場に供

対象物品 照明器具、 梢報通信、 給される車）等
自動車、繊維製 物流 システム 、

品 自動販売機など

惰源採取、製造、流通、 柑源採取、製造、流通、 資源採取、製造、流通 使用・消1t、廃棄、ライフサイクルの統1ffl使用 ・消翡、廃棄、 使用 ・梢代、サ廃イ棄、 使用・消費、廃棄、 リュース・リサイクル＊
使用 ・消1t 使用 ・消費

リュース・リサイクル リュース・リ クル リュース・リサイクル＊

府源消1t

゜ ゜ ゜環 エネルギー消伐

゜ ゜ ゜ ゜ ゜境 の大汚気染•水物・質土排壌ヘ出

゜ ゜ ゜ ゜ ゜負

栃 廃梨物排出

゜ ゜ ゜ ゜項 布害物質利用

゜ ゜ ゜ ゜H 
生態系破壊

゜その他

゜ ゜ ゜

8

5

I

 

＊探榜負荷項目によって異なる

〔環挽省ホームページ （http://www.env.go.j p/ policy /hozen/ green/ ecolabel/b02.h tml #2)より作成〕
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図11-4 消費者への環境手引書としてのLCAの利用(91

能
性
な
ど
を
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
な
ど
で
表
現
す
る
。
さ
ら
に
、
タ
イ
プ

rnは、

L
C
A
に
よ
っ
て
製
品
に
関
す
る
環
境

負
荷
を
定
量
化
し
、

算
出
し
た
デ
ー
タ
か
ら
ト
ー
タ
ル
に
環
境
負
荷
を
把
握
す
る
環
境
ラ
ベ
ル
で
あ
る
。

表
11
_
1
に

現
在
我
が
国
で
環
境
負
荷
デ
ー
タ
を
表
示
／
提
供
す
る
環
境
ラ
ベ
ル
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
示
す
。
ま
た
、
企
業
の

C
S

R
報
告
書
や
製
品
カ
タ
ロ
グ
な
ど
消
費
者
に
身
近
な
媒
体
を
通
じ
て

L
C
A
の
結
果
が
提
示
さ
れ
て
い
る
例
も
少
な
く

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
消
費
者
の
誰
も
が
示
さ
れ
た
デ
ー
タ

を
容
易
に
理
解
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
製
品
選
択
の
意
思
決
定

に
資
す
る
も
の
と
す
る
に
は
、
結
果
の
提
示
方
法
を
工
夫
す
る

と
と
も
に
明
確
な
基
準
に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
す
な
わ
ち
ラ
ベ
ル
の
受
容
性
と
信
頼
性
が
不
可
欠
で

あ
る
。

さ
れ
て
い
る
。

人
間
活
動
か
ら
排
出
さ
れ
る
環
境
負
荷
は
図
11
|
2
の
よ
う

に
多
岐
に
及
ぶ
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
球
温
暖
化
防
止
に

お
け
る
家
庭
や
業
務
部
門
か
ら
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減

の
取
組
み
を
促
進
す
る
た
め
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル

C
O
2
換
算
排
出
量
を
可
視
化

（二
酸
化
炭
素
等
価
グ

ラ
ム
で
表
示
）
し
て
表
示
す
る
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト

(
C
F
)
制
度
の
導
入
の
動
き
が
各
国
で
進
め
ら
れ
、

I
S
O
で

も

I
S
o
l
4
0
6
7
と
し
て
―

10
I

―
年
に
発
行
が
予
定

C
F
は
商
品
に
直
接

C
O
2
排
出
量
を
表
示
す
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[
東
野

る
こ
と
で
消
費
者
の
環
境
配
慮
行
動
へ
の
変
化
を
期
待
す
る
も
の
で
、
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
よ
う
に
製
品
間
の
比
較
が
し

や
す
い
。

C
F
は
環
境
ラ
ベ
ル
の
一
っ
で
あ
り
、
事
業
者
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
排
出
量
削
減
の
最
適
化
と

自
社
製
品
の
環
境
優
位
性
の

P
R、
消
費
者
は
自
身
が

C
O
2
排
出
者
で
あ
る
こ
と
の
認
識
と
商
品
選
択
肢
と
し
て
利

用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
持
続
可
能
な
生
産
と
消
費
へ
の
主
体
的
な
行
動
を
促
す
。

消
費
者
は
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
に
は
生
産
者
だ
け
で
な
く
消
費
者
自
身
も
介
在
し
、
消
費
者
の
製
品
の
扱
い
方

や
使
用
年
数
、
リ
サ
イ
ク
ル
な
ど
の
行
為
に
よ
っ
て
そ
の
製
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
環
境
負
荷
量
は
増
減
す

る
と
い
う
認
識
を
も
つ
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
単
に

L
C
A
の
最
終
的
な
結
果
の
提
示
だ
け
で
な
く
、

消
費
者
の
行
動
に
典
型
的
な
シ
ナ
リ
オ
を
設
け
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
に
応
じ
て
環
境
負
荷
が
ど
の
程
度
増
減
す
る
か
を
分

か
り
や
す
く
示
す
図
1
1
1
4
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
「
環
境
手
引
書
」
と
し
て

L
C
Aを
活
用
す
る
こ
と
も
有
効
で
あ
ろ

う
。
製
品
が
内
旬
す
る
環
境
負
荷
は
消
費
者
の
行
動
に
よ
っ
て
変
動
す
る
こ
と
を

L
C
A
に
よ
っ
て
明
示
し
、
最
も
負

荷
の
少
な
い
行
動
へ
の
道
標
を
提
示
す
る
こ
と
が
持
続
可
能
な
消
費
へ
の
第
一
歩
と
な
る
。
ま
た
、
環
境
負
荷
と
同
時

に
削
減
量
の
具
体
的
な
数
値
目
標
と
消
費
者
の
便
益
も
併
せ
て
示
す
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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